
一平成14年度一

2003. 

大磯町郷土資料館



目次

〔事業報告〕

庶務 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2 

・組織および職員

・運営委員会

・予算

・維持管理

・入館者

学芸 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4 

・企画展

・学級／講座

・刊行物

・調査／研究／普及

・博物館実習

・博物館資料の収集と利用

文イヒ財 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

・文化財専門委員会

・文化財保護

・埋蔵文化財

〔研究報告〕

ウミガメの漂着記録（2002年）

北水慶一 ..・・・・・・・30 

資料紹介／

「昭和九年八月調査「未完」郷土の偲説

（民間信仰史）」（山田一男著）

佐）1|和裕加藤廣美 ……… 1 



事業報告



庶 務

■組織および職員
教育長

I 

大津修己（～平成14年12月）

渡邊修司（平成15年 1月～）

■運営委員会
＜委員の構成＞

柏木功男

・委員長／石田和夫（学識経験者）

・副委員長／廣瀬利郎（社会教育委員）

・委 員／稲葉和也（文化財専門委員）

蒲生晃（学校長）

近藤英夫（町史編さん委員）

＜委員会の開催＞

郷土資料館

館長鈴木一男

郷土資料班）

主 査／学芸員

主 査／学芸員

主任主事／学芸員

臨時職員

臨時職員

臨時職員

臨時職員

佐川和裕

國見徹

北水慶一

加藤廣美

畠山恵子

渡邊恵子

遠藤仁

•第 1 回／平成14年 7 月 3 日 平成13年度年報（案）、平成14年度事業計画ならびに進捗状況

•第 2 回／平成15年 2 月 28 日 平成14年度事業の進捗状況、平成15年度事業概要

■予算
く当初予算の推移＞

平成11年度 平成12年度

:: I :~0490悶忍 I 霊閲言芯 57, 666, 000 | 69, 757, 000 

□郷土資料館費 61,638,000円 □文化財関係喪 11,960,000円

く平成14年度決算＞

事業 運営委員会 運営事務 維持管理 学芸活動

金額 40,400 4,613,676 14,938,261 2,992,228 

事業 教育普及 文化財専門委員会 文化財調査保存 緊．，3．地城雇lllfill出特別対策

金額 75,726 163,020 4,062,275 7,560,000 

口職員給与 (4人分） 36,446,068円 ■歳出合計 72,120,841円

■維持管理
＜委託業務＞

• 総合清掃委託／ （株）リンレイサービス神奈川支店

・空調設備保守点検委託／高砂熱学工業（株）横浜支店

・消防用設備保守点検委託／相日防災（株）小田原支店

．昇降機保守点検委託／ダイコー（株）横浜営業所
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平成13年度

単位：円

平成14年度

62,801,~ 

■計 73,598,000円

東海道400年

342,052 

計

単位：円

企画展

887,105 

35,674,743 



・自動ドア保守点検委託／ （株）神奈川ナブコ

・自家用電気工作物保守点検委託／小島電気管理事務所

．浄化槽保守点検委託／湘南興業（有）

・警備委託／ （株）全日野横浜支社

．燻蒸業務委託／関東港業（株）横浜営業所

・敷地管理委託／ （財）神奈川県公園協会

・祭り船解体・組立（展示）委託／大磯御船祭保存会

・動物剥製委託／ （有）尼ヶ崎科学標本社

く施設の修繕＞

・中央監視装置復旧対応／山武ビルシステム（株）横浜支店

・電話機修理／東陽工業（株）神奈川支店

・受水槽修繕／高砂熟学工業（株）横浜支店

・受水槽バルブ交換／高砂熱学工業（株）横浜支店

・人荷用エレベーター修繕／ダイコー（株）横浜営業所

■入館者
く入館者の推移＞ 単位：人、日

入館者数

1日平均／開館□数

く月別入館者数＞

平成10年度 平成11年度平成12年度平成13年度 平成14年度 累計（昭和63年～）

1芯］猛2 1 よ［雰ぢ， 1 ぷ5::77 l ]乏雰ふ I 1]比雰~4 502,417 

122/4,099 

単位：人

：E：:喜― l2]やI]五31 3]ど21 17:], I 28:, I 19：ざ31 3]仕I3]]生Ill:]。Il1五11 2][ I ]五。 13ぞ茫5

く見学・視察＞ 館対応分のみ、単位 ：団体

件数］ 口I 3 月 1 3 月 1 2 月 1 8月 1 2 月 1 106月 1 11月 | 1]] I 3 月 1 :[  l :[  l 竺9・

く学校利用＞ 単位 ：団体

＼ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

幼稚園 1 1 

小学校 l 2 3 

中学校 1 1 1 3 

その他 2 2 

合計 2 3 1 l 2 ， 

く研修室の利用＞ 単位 ：団体

41: I 51:I 6 9月 l ]:  I 8 6月 1 91]|  1][| 119月 1 12月 1］: I 2 8月 1 3 9月 1で：r
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学芸
■特別展 （東海道宿駅制度400年記念事業）
東海道シンポジウム大磯宿大会記念展 「旧高麗寺の寺宝」

期 間平成14年10月12日（土） ～11月17日（日）

開場日数 30日間

会 場企画展示室

賓料点数 50点

料 金無料

入場者数 5,351人

（趣旨） 東海道を結ぶ宿場による「まちおこし」 「まちづくり」を

目的として、昭和63年(1988)に滋賀県土山町で発足した東海道シン

ポジウムは、各宿場が持つ歴史のなかで培ってきた文化や伝統を再発見し、あわせて未来のまちづくり

を見据えて各宿場の持ち回りによって聞催されてきた。本年度はく第15回東海道シンポジウム大磯宿大

会＞として10月12日 ・13日の 2日間にわたって大磯町が会場となるため、同大会記念展として開催する。

（内容） 大磯町の東端にそびえる高麗山（高麗寺山）は、その特異な山容により、陸上• 海上ともに

遠方から仰ぐことのできるランドマークとして、古くから信仰の対象となってきた。特に、高麗（来）

寺や高麗権現社は、朝鮮半島からの渡来人とのかかわりが説かれており 、今尚多くの謎を秘めている。

江戸時代には、高脱寺村は大磯宿から分村独立し、上野應永寺の末寺である天台宗高麗寺の寺領の村と

して成立した。高麗寺は明治政府による神仏分離政策によって廃絶しているが、高麗寺の追物は高麗神

社（明治30年に高米神社と改称）と炭党院に引き継がれている。本展示ではその一部を公開展示した。

なお、展示では、本年度第 1回企画展「文化財特別公間」において公開展示した木造神像群（高来神社

蔵）ならびに木造仁王像（慶党院蔵）を中心に構成し、近世以前の神仏混消の宗教的空間を創り出した。

仁王像を企両展示室の中央昇降展示台に展示し、ガラス展示ケース内にその他の神仏像を展示した。査

料の基本的な配闘は第 1回企画展に準じているが、新たな神仏像を補完しているため、神仏混清の宗教

的空間をより一陪強く休感していただけたのではないかと考えている。主な展示査料は次のとおり。

・木造神像 (7躯／高来神社蔵） ・木造虎御前坐像（高来神社蔵） •千手観世音堂棟札（高米神社蔵）

・仁王郡像棟札（高来神社蔵） • 党永20年天海僧正より高麗寺鶯上院掟占（高来神社蔵）

・木造仁王立像（慶党院蔵） ・木造慈恵大師坐像 （慶党院蔵） ・木造毘沙門天立f象（慶党院蔵）

・木造虎御前坐像（慶覚院蔵） ・地蔵堂扁額（慶党院蔵） ・木造白山大権現坐像（慶党院蔵）

・角大師守札（当館蔵） • 神社規則雛型（当館蔵） ・党延3年高股寺村絵図（当館蔵）

・党政7年高脱寺村絵図（当館蔵） ・天保3年寺領高麗寺村田畑絵図面 （当館蔵）

．享和3年御分間絵図御用村方明細害上帳 （当館蔵）

（担当） 佐川

■企画展
文化財特別公開「初公聞高来神社蔵木造神像群 修復完工慶党院木造仁王像」

期 間平成14年 5月19日（日） ～ 6月23日（日）

開場日数 30日間

会 場企画展示室

出品点数 30点

料 金無料

入場者数 4,780人

（趣旨） 平成12年度に調査を実施した高来神社蔵木造神像群、並びに平成13年度に修理が完工した慶

覚院蔵木造仁王像を公開展示する。高来神社神輿殿に追されていた11躯の神像群のうち、破損の進んで
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いた 2躯の首裏部より、弘安5年 (1282)の年号と「勧進聖玄西」の

暴訃銘が確認された。鎌倉時代制作の本格的な神像彫刻であり、県内

はもちろん我が国の彫刻史上においても稀にみる重要な追例といえる

ことから、 11躯ならびに残存躯体を初公開する。また、仁王像は鎌倉

仏師による近世初期の作と思われ、県内では近軋初期の作例は珍しい。

神奈川県における彫刻史上から重要であり、さらに廃絶した高脱寺の

迅物として歴史上の価値が高いことから、平成11年度に大磯町指定布

形文化財として指定され、平成12年度から 2ヵ年をかけて保存修理が行われた。このたび、修理完工に

あたって特別公開する。あわせて、今後の高麗寺研究の基礎査料としての活用や、文化財の保護継承の

あり方を考える契機となることを期待する。

（内容） 企画展示室の中央昇降展示台に、大きく重絨のある仁王像2躯を展示した。神像群について

は保存状態が憂駆されるものもあることから、展示ケース内での展示とした。神仏像は費料的な性格か

ら全体としての展示数は限られてしまうが、それぞれの個体が見やすいような配四を心がけた。既に神

仏像の彩色は失われているものの、若干照明を落とすなどの配慰をしながら、あわせてライティングに

よって印象的な瀬出を試みた。また、高米（麗）寺、高脱権現社、高来（麗）神社、慶覚院のかかわり

についての年表を作成したり、仁王像の修理工程を紹介する写真パネルを展示し理解の一助とした。な

お、期間中にミュージーアムトークを開催した。

（担当） 佐川

ミニ展示「収蔵昆虫標本展」

期 間平成14年12月8日（日） ～平成15年 1月26日 （日）

開場日数 33日間

会 場企両展示室

出品点放約1,000点

料 金無料

入場者数 2,360人

（趣旨） 近年、ナガサキアゲハ、ムラサキツバメなど生息域が、

紀伊半島以西と考えられていた昆虫が当町において確詔されている。

地球温暖化の影野なのか、人為的に持ち込まれたものなのか不明で

あるが、今後の状況が注目される。当町で確認されている昆虫の周知および啓発を目的に企画展を開催

する。本展示を契機に、昆虫についての情報が当館に寄せられることを期待する。

（内容） ＼当館所蔵の昆虫標本のうち、チョウ類、セミ類、 トンボ類を中心に122種を展示した。所蔵

の標本は寄贈していただいたものが多く、寄贈に対する感謝の念から当館で採集したもの以外について

は、採集者名を強調するように付記した。本展示では、ガラスケース内に標本箱を配列したが、観魏者

と実物の標本との間にガラス板が2枚入るような形となり、スポットライトの光が反射して資料が見え

づらくなるなど、ライティングにはたいへん苦慮した。視的な分類展示が主であったが、セミの抜け殻

を紹介するコーナーでは、実際に手に触れ、形態の違いが分かるようにした。

（担当） 北水

ミニ展示「テレビ放送50年記念展示」

期 間平成14年 1月31日（金） ～2月15日（土）

開場日数 12日間

会 場エントランスホール

出品点数 3点
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料 金無料

入場者数 1,030人

（趣旨） テレビ放送が開始されて50年を迎えたことを記念して、当館所蔵のテレビを展示する。あわ

せて、生活査料のうち初期の電化製品について調査収集対象としていることをアピールし、関連査料の

寄贈も期待する。

（内容） 当館所蔵の寄贈査料のうち、昭和30年代初め、昭和37年、昭和42年にそれぞれ購入されたテ

レビを選んで展示をした。展示されたテレビを実際に購入したり、見て育った世代の方々が、展示品を

前に子どもや孫に対して解説したり、思い出を語っている光景がみられた。

（担当） 佐川

「雛人形展」

期 間平成15年 2月16日（日） ～4月6日 （日）

開場日数 41日間

会 場企画展示室

出品煮数約1,000点

料 金無料

入場者数 6,156人

（趣旨） 近年、生活様式や家屋様式の変化により、段飾りを中心と i

＇ する雛人形が当館へ相次いで寄贈されている。人々の、意識の変容によ

って、年中行事に対する認識や取り組み方が変化していることを鑑み、

いわゆる伝統行事を再考していただく契機として開催する。また、本Lこ＝
展示は、平成6年度、同8年度、同10年度、同12年度と、隔年ごとに開催する恒例の企画展として位置

付けている。なお、今回の展示では、；食料館と地域の方々との協業の試みのひとつとして、列品作業に

ボランティアの協力や、来館者による参加製展示を取り入れる。

（内容） 恒例の展示として、収蔵査料を中心に13組の雛人形を展示したほか、平塚市博物館所蔵の享

保雛を借用し展示した。なお、収蔵資料の列品作業については資料館と地域の方々との協業の試みとし

て、「民俗に親しむ会」の参加者に協力を呼びかけたところ、 2月12日～15日までの4日間で延べ12名

の方々のご協力をいただいた。会期終了後の片付け作業においても、 4月8日～10日までの 3日間で延

べ10名の方々のご協力をいただいた。

また、今回は「参加型」の展示も試みた。これまでの展示において、例えば、蚊帳に入ったことのな

い子どもたちに蚊帳の出入りや蚊帳の中を体感してもらったり、メンコで遊んだことのない子どもたち

にメンコの模造品を用意して遊んでもらったりと、いわゆる「体験」の要素を取り入れた展示は何回と

なく開催してきた。今回は、「体験」あるいは「体感」から歩を進め、「参加」という要素を取り入れた。

企画展示室の一角に「ぬりえコーナー」を設け、14種類の塗り絵を用 'JI

意して、大人にも子どもにも色鉛箪で自由に塗ってもらい、パネルに し

貼っていただいた。つまり 、；食料館と参観者が、一緒に展示を作り上 il 
げて行こうというものである。もちろん「参加型」といってもたいヘ

んささやかなものだが、たくさんの方々による作品が増え続けた。親

子で楽しんだり 、おじいさんやおばあさんがお孫さんと一緒に途った

り、あるいは「久しぶりに塗り絵をして楽しかった」という若い人の

コメントも目立った。4月6日の会期の終了をもって、展示の完成となったが、企画展示室のパネルは

塗り絵に飾られて日々華やかになり、開佃当初と雰囲気は大きく変化した。一応、「参加型」の企画は

成功したのではないかと考えている。最終的に塗り絵の展示は421枚におよんでいる。塗り絵の地域別、

年齢別の集計は次のとおり（単位 ：枚）。
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く地域別＞

・大磯町内 (201)

• 藤沢市 ( 7 )

• 海老名市 (3)

• 香川県 (1)

く年齢別＞

•平塚市 (66)

・寒川町 (4)

• 伊勢原市 (2)

・不明 (83)

・ニ宮町(17)

・秦野市 (3)

・大和市 (2)

・小田原市(11)

•横浜市 (3)

• 鎌倉市 (1)

・茅ヶ崎市 (8)

•川崎市 ( 3 )

・東京都内 (6)

. 1~ 9歳 （257) • 10~19歳 (56) • 20~29歳(11) • 30~39歳 (8) • 40~49歳 (1)

• 50~59歳（ 1) • 60~69歳 (5) • 70~79歳 (2) • 80歳以上 （1) ・不明 (75)

また、主な展示資料は次のとおり。

．享保雛（小田原市／平塚市博物館蔵）

• 江戸末期雛人形（大磯町／当館蔵）

• 明治中期～後期雛人形（大磯町／当館蔵）

• 昭和 8 年雛人形（大磯町／当館蔵）

•昭和29年雛人形 （大磯町／当館蔵）

•昭和37年雛人形（大磯町／当館蔵）

•昭和43年雛人形 （秦野市／当館蔵）

・文化14年随神（大磯町／南本町区蔵）

• 明治37年雛人形（大磯町／当館蔵）

• 明治後期～大正初期雛人形（大磯町／当館蔵）

• 昭和21年雛人形（二宮町／当館蔵）

• 昭和35年雛人形（平塚市／当館蔵）

•昭和38年雛人形（平塚市／当館蔵）

（ボランティア） 中村知子、西山縫子、新見由美子、平田浩子、藤田輝子、渡辺富子

（担当） 佐川

■学級・講座
く民俗に親しむ会＞

日 時平成14年4月27日（土）、 5月25日（土）、 6月15日（土）、 7月13日（土）、 8月24日（土）、

9月21日（土）、 11月16日（土）、 12月14日（土） 平成15年1月18日（土）、 2月12日（水） ．

13日 （木） ・14日（金） ・15日（土）、 3月15日（土）

場 所当館研修室

参加者延73人

（内容） 平成11年度から継続している講座で、査料館の民俗賓料整

埋を通して、地域の文化伝承に関わりを持つとともに、地域の方々が

お持ちの情報や知識を提供していただくことによって、費料を活き返

らせ、さまざまな活用の可能性を広げることを目的とする。活動内容

は、平成11年度より引き続いて衣類査料の整理を行った。14年度につ

いても、活動の成果を多くの方々に遠元するために、近い将来展示等

を企画することを念頭においた活動を展開した。また、査料館と参加

者との情報の共有や、コ ミュニケーシ ョンを図るために「民俗に親し

む会通信」 No.34~44を発行した。なお、初めての試みとして、布や倍物の専門家をボランティア講師と

して招いて指導を受けたり 、「雛人形展」の展示準備と片付けの作業を活動の一環と して組み入れて協

力をいただいた。

（担当） 佐川

＜草と木の調査＞

日 時平成14年4月13日（土）・ 27日（土）、 5月11日（土） ・25日 （土）、 6月8日 （土） ・22日（士）、

7月6日（士）、8月3日（土） ・24日（土）、 9月14日（士）・ 28日（土）、10月5日（土）、

11月16日 （土）、12月14日 （土） 平成15年 1月18日（土）、2月8日（土） ・22日 （土）、

3月8日 （土） ・22日 （土）
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場 所当館研修室、町内

参加者延164人

（内容） 平成11年度から大磯町の植物を対象とした町民参加型調査を実施している。平成11• 12年度

は秋の植物の分布調査、平成13年度以降は県立大磯城山公園の開花確認調査を中心に園内の植物の目録

化、分布確認をおこなっている。調資の方法は、城山公園を5つの区域に分け、それぞれ3~4名のチー

ムとなるように園内を散策し、確認した植物を調査表の地図に記すというものである。まとめとして、年

度ごとの城山公園の花ごよみを作成した。 2年間で調査の回数は35回を数え、確懃種類数は合計で501種

にのぽる。今後はシダや、キノコ類等の調査も並行しておこない、城山公園植物のガイドブックの作成

についても検討していきたい。

（担当） 北水

く海の教室＞

日 時①平14年 7月21日（日） ②10月19日（土） ③平成15年 1月25日（土） ④3月8日（土）

場 所大磯町内（大磯照ヶ崎海岸～北浜海岸）、図書館大会議室、郷土資料館研修室

参加者延74人

（内容） 平成12年度から開始している講座で、地域博物館の可能性を求め、分野にこだわらずに生の

地域資料を利用しながら新しい学問領域の提示を念頭におくことを目的としている。「海」をメインテー

マに、長いスパンで継年的取り組む。海を知るためには海ばかりをみていたのでは十分でないことを認

識しながら、海という素材に対して可能な限りさまざまな視点からアプローチしようという試みである。

本年度は、海にかかわる祭礼についてのレクチャーと現地見学会を 1回、ビーチコーミングを 2回、環

境を考える体験会を 1回実施した。

① 大磯・御船祭見学会（場所／図習館大会議室～大磯港、参加者／27人）

② ビーチコーミング（場所／大磯照ヶ崎海岸～北浜海岸、参加者／14人）

③ 環境を考える～ケナフで紙漉き～ （場所／郷土賓料館研修室、参加者／25人）

講師／県立高校教諭 小田雅彦氏

④ ビーチコーミング（場所／大磯照ヶ崎海岸～北浜海岸、参加者／8人）

（担当） 佐川、北水

くミュージアムトーク＞

日 時平成14年6月2日 （日）

会 場郷土賽料館研修室・企画展示室

参加者 83人

テーマ 「文化財特別公開」

講 師神奈川県立歴史博物館専門学芸員・大磯町文化

財専門委員 薄井和男氏

（内容） 文化財特別公開「初公開高来神社蔵木造神像群
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修理完工慶覚院木造仁王像」の関連事業として実施した。公開中の神像群ならびに仁王像について、

一般観覧者を対象とした解説を行った。研修室にて概略を説明した後、企画展示室にて展示を案内、質

疑に応じた。

（担当） 佐川

＜草と木の調資特別公開講座「高麗山の植物観察」＞

日 時平成14年11月2日（土）

場 所商麗山

参加者 27人

講 師神奈川県立生命の星・地球博物館名巻館員 ・大磯町文化財

専門委員 高橋秀男氏

（内容） 当館講座「草と木の調査」では、毎年、アンケート調査を

実施している。講座の問題点や要望等を記入するものであるが、その

中で樹木同定について知識を深める講座を企画してほしいという要望

を多くいただいている。要望をもとに講師を招き、特別公開講座を行った。本講座を特別公開講座とし

て会員以外の方の参加も呼びかけたのは、講座のPRを意識したことによる。

本講座は、最初に樹木の葉やドングリ（堅実）を中心とした同定の解説をおこない、その後、高麗山

の山頂まで登り実際に樹木の観察をした。狭い山道での解説は参加者27人全員が聞き取るには難しい状

況であったが、一様に真剣に聴講する姿が見られた。 以降の講座において樹木についての意見交換が活

発になったことは、本講座がたいへん有意義なことであったことを物語っている。

（担当） 北水

■刊行物
＜図録、冊子＞

• Reportー大磯町郷土賽料館だよりー23 B 5版8頁1,000部（平成14年11月刊）

．査料館賽料7 「大磯町郷士査料館収蔵査料目録絵はがき II』

A4版96頁 500部（平成15年 2月刊）

・年報一平成13年度＿ A4版30頁 500部（平成15年3月刊）

くチラシ＞

・文化財特別公開チラシ 「初公開高来神社蔵木造神像群 修復完工慶覚院木造仁王像」

A4版ー 4,000部（平成14年 5月刊）

・東海道ジンポジウム大磯宿大会記念展チラシ「旧商麗寺の寺宝」

・ミ ニ展示チラ シ「収蔵昆虫標本展」

・企画展チラシ「雛人形展」

くその他＞

A4版ー 3,000部（平成14年10月刊）

A4版ー 3,000部 （平成14年12月刊）

A4版ー 3,000部（平成15年2月刊）

・文化財特別公開リーフレット「初公開高来神社蔵木造神像群 修復完工慶覚院木造仁王像」

A4版6頁コピー対応（平成14年 5月刊）

• 利用案内パン フレット A4版ー3,000訊（平成14年9月・平成15年3月刊）

・東海道シンポジウム大磯宿大会記念展リーフレット「旧高脱寺の寺宝」

A4版6頁コピー対応（平成14年10月刊）

・常設展リ ーフレット「海からの来訪者一大磯のアカウミガメー」

A4版4頁2,000部（平成14年10月刊）

・ミニ展示リーフレット「収蔵昆虫標本展」 A4版4頁コピー対応（平成14年12月刊）
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・企画展リーフレット「雛人形展」

・講座通信「民俗に親しむ会」

A4版6頁コピー対応（平成15年 2月刊）

A4版l~ 4頁コビー対応（年間・随時）
・講座通信「海の教至」

・講座通信「草と木の調査」

A4版6頁コピー対応（平成13年 7 • 10 • 12月、 平成15年2月刊）

A4版12頁コピー対応（平成15年3月刊）

・常設展リーフレット 「詩歌 ・文学にみる大磯の景観」

・常設展リ ーフレット 「器の名称」

■調査・研究・普及
＜館内外の活動＞

A4版ー 2,000部（平成15年3月刊）

B5版 ー 2,000部（平成15年3月刊）

・博物館査料調査／年間／大磯町内外（鈴木、佐川、國見、北水）

・神奈川県博物館協会役員会、部会出席／年間／神奈川県立歴史博物館他（鈴木、北水）

・神奈川県博物館協会50周年記念事業実行委員会出席／年間／神奈川県立歴史博物館（園見）

・日本民具学会理事会、編集委員会出席／4月21日、 5月19日、 9月15日／成城大学他（佐川）

・大磯町立国府中学校 1年野外教室講義／5月10日／應取山方面（北水）

・日本考古学協会総会出席／5月25日 ・26日／東京都立大学（國見）

・近代国際陶磁研究会研究発表／6月2日／愛知県陶磁贅料館（國見）

・相模民俗学会総会出席／6月2H／神奈川県立歴史博物館（佐川）

・大磯町教育研究所特別研究部会講義／6月5日、 7月31日、 10月3日、 11月4日、 12月18日、

1月15日／教育研究所他（北水）

・桜美林大学博物館見学実習講義／6月15日／館内（佐川）

・駒澤大学博物館学講義／6月16日／館内（國見）

・東海大学課程費格教育センター博物館実習講義／8月1日・ 2日／東海大学（佐川）

・大磯町教育研究所研修「総合学習に生かせる大磯の自然散策」講義／8月9日／照ヶ崎海岸（北水）

・身近な自然とのふれあい教室講義／8月23H、9月21日・ 22日、 11月30日／町内他 （北水）

・日本民具学会年会実行委員会出席／8月26日、 10月201」、 11月8日／横浜市歴史博物館（佐川）

・大磯町立大磯中学校 1年職場訪問／9月19日 ・26日／当館（國見、北水）

・相模民俗学会研究発表／9月22日／神奈川県立歴史博物館（佐川）

• 平塚市立南原小学校 4 年社会科講義／10月 4 日／南原小学校（佐川）

・歴史的建造物の保存活用方策研究会作業部会出席／10月9日 ・16H • 23日・ 30日、 11月6日・

13日／大磯町役場（佐川 ・北水）

・日本民具学会年会出席／11月9日・ 10日／都筑公会堂他（佐川）

・大磯町立大磯小学校3年総合学習講義／11月20日／大磯小学校（北水）

•総合研究「関東地方における民具の流通」研究会出席／12月 1 日／箱根町立郷土査料館（佐川）

・大磯小学校4年社会科講義／ 1月9日／大磯小学校（佐川）

・ガイドボランティア協会研修講義／ 1月10日／さざれ石（佐川）

・相模原市立博物館「道祖神を調べる会」講義 ・案内／ 1月13日 ・14日／当館他（佐川）

く施設 ・展示解説＞

•山北町町史編さん班／ 6 月 21 日／ 3 人（佐川）

・大磯町教育委員会新採用職員研修会／8月6日／6人（北水）

・東海道シンポジウム連絡会／8月21日／40人（鈴木 ・北水）

・東京地方税理士会平塚支部／9月20日／10人 （鈴木）

• 平塚市岡崎地区社会福祉協議会／10月 2 日／50人（國見）

•藤村記念館／10月 16 日／35人（佐川）
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・秦野市教育委員会文化財めぐり／11月4日／35人（鈴木）

•藤沢市文化財保護推進員／11 月 27 日／ 9 人（固見）

・秦野ぶらり会／ 1月5日／30人（鈴木）

＜執筆＞

鈴木一男

2002.5.「「海内第一避暑地Jに於ける煉瓦構造物小致」（共著）「地域考古学の展開』

佐川和裕

2002.4.5. 6. 7. 8. 9.10.12. /2003.1. 2. 3 「民俗に親しむ会Information』No.34~44 大磯町郷土査料

館講座通信

4.5.7.8.12.「大磯町の伝統行事」『大磯町広報』 4月号～12月号 大磯町

7.10.12. /2003. 2.『海の教室通信』 No.6~9 大磯町郷土査料館講座通信

11.「西小磯の七夕行事が国選択に」 「Reportー大磯町郷土査料館だよりー」No.23 大磯町郷土資

料館

11.「大磯町における今夏のウミガメ情報」「Reportー大磯町郷土賓料館だよりーJNo23 大磯町郷

土査料館

2003.2．；食料館査料7 「大磯町郷土賓料館収蔵査料目録 絵はがき ]]J（共著）大磯町郷土資料館

2.「ミニコラム ビーチコーミング」『民俗』 No.183 相模民俗学会

3.「平成14年度博物館実習「展示実習」」（分担執筆）「東京家政学院大学生活文化博物館年報』第

12号 東京家政学院生活文化博物館

3.「今、地域博物館の現場で思うこと」 『東京家政学院大学生活文化博物館年報」第12号 東京

家政学院生活文化博物館

國見徹

2002.5.「「海内第一避著地」に於ける煉瓦構造物小致」（共著）「地域考古学の展開J

5.「城山窯覚書～三井家城山荘内の陶磁器製作～」「近代陶磁』近代国際陶磁研究会

8.「汽車土瓶」「角川日本陶磁大辞典』 角川占店

北水慶一

2003.3.「ウミガメに関する活動の記録」『年報一平成13年度一』大磯町郷土賓料館

3.「草と木の調査だより』2002年度号 大磯町郷土資料館講座通信

加藤廣美

2003.2．費料館査料7 『大磯町郷上査料館収蔵査料目録 絵はがき Il』（共著）大磯町郷土査料館
I 

■博物館実習
平成2年度から受人を行なっており、本年度は 4大学から 5名の実習生を受け入れた。実習期間は平

成14年10月16日から26日の間 （休館日を除く）、及び9月4日と11月1日の計121:1間である。

実習の課程は、実務・実技実習を中心とした前半と、展示替実習を主眼とする後半とに大別される。

前半の実習では主に費料の調査や操作に関わる作業を中心に行ない、博物館資料整理の流れや日常の博

物館業務に対する認知と理解を得ることを目的としている。実習期間の僅かな日時では専門的知識 ・技

術を習得することは困難であるため、当館では分野を超えた博物館業務の流れを把握してもらうことを

第一義としている。実習生に対して学芸員全体で対応する点や実習生の専攻分野を特定しない等の点は、

このような事由によるものである。

後半には前半の実習成果を踏まえ、展示替実習を行なう。展示替実習は、実習課程の中核及び総仕上

げとして位置付けている。実習の内容は、常設展示室の一隅を利用して小企画展を行なうものであり、

展示の企画立案から実際の完成までの作業は実習生が主体となって進め、学芸員は監修 ・指導的立場と
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して関わることとなる。今回は、本年8月に大磯町西小磯の海岸でアカウミガメの産卵が確詔されたこ

とと相侯って、『大磯のアカウミガメ』と題する展示とした。既存の館蔵資料を中心に借用査料を組み

合わせて展示を構成した。またあわせてB5版 4頁のリーフレットを作成した。

く実習生＞

斎藤麻弥子（駒澤大学）、野村ともこ（駒澤大学）、近藤夢美（聖心女子大学）、尾Ill{,}梨乃（東海大学）

波多野夏実（東京農業大学）

＜課程＞

月 「l 曜日 午 一則上 午 後

9月4日 水 ----------ガイダンス

10月16日 水 講義（脊料館の概要） 町内施設見学

17日 木 民具整理（i魚船クリーニング） 考占脊料整理／民具整理

18日 金 考古費料講義／講座；頁料作成 文化財めぐり下見／民具整理

19日 土 「海の教室」参加 慄着物整理／展示替打合せ

20日 日 脊料梱包 軸物・箱物の取扱い／映写機操作

21 LI 月 休館 El 

22日 火 展示替実習（打合せ、脊料調査、旧展示片付け等）

23日 水 展示替実習（脊料ク リーニング、 写真撮影等）

24日 木 展示株実習（展示台作成、原稿作成等）

25日 金 展示替実習（展示台作成、キャプション作成、パネル作成等）

26日 土 展示替実習（リーフレット編媒、列品、片付け、 記録作成等）

11月1日 金 展示点検、補足作業 課題提出、総括

（担当）極1見、北水、佐川
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〈資料の特別利用〉

査料名 点数 利用目的 年月日 申請者 査料名 点数 利用目的 年月日 申請者

文書他 一括 撮影／発表 Hl4. 5.21 個人 写真 1 撮影／掲載 Hl4.10.18 （掬タウン
ニュース社

館内展示 撮影／記録 Hl4. 6. 4 個人 館内展示 撮影／掲載 Hl4.10. 25 読売新聞社

建物外観 撮影／掲載 Hl4. 6. 5 個人 館内展示 撮影／査料 Hl4. ll. 1 個人

館内展示 撮影／査料 Hl4. 6. 5 個人 建物外観 撮影／掲載 Hl4. ll. 9 （樹ル・カレ

館内展示 撮影／賓料 Hl4. 6. 6 個人 館内展示 撮影／査料 Hl4. ll. 1 個人

館内展示 撮影／資料 H 14. 6.13 個人 民俗査料 6 撮影／発表 Hl4.12. 1 個人

館内展示 撮影／査料 Hl4. 6.13 個人 町政要党 1 撮影／掲載 Hl4.12. 3 彰国社

館内展示 撮影／；食料 H 14. 6.13 個人 土器 44 撮影／発表 Hl4.12. 8 個人

館内展示 撮影／査料 Hl4. 6.13 個人 絵はがき ・写真 2 撮影／掲載 H 14.12. 25 神奈川犀自然闘
境保全センター

館内展示 撮影／発表 Hl4. 6.15 個人 館内展示 撮影／脊料 H 15. 1.12 鎌倉市
教育委員会

ポジフィルム 2 撮影／展示 Hl4. 7.19 小田原城 館内展示 撮影／査料 H 15. 1.15 個人
天守閣

館内展示 撮影／授業 Hl4. 7. 26 個人 館内展示 撮影／査料 Hl5. 1.15 個人

図録 2 撮影／放送 Hl4. 8. 7 毎日放送 絵はがき 5 撮影／掲載 H 15. 1. 22 寒川町史
編さん課

査料 6 撮影／放送 Hl4. 8. 8 （梱ワン ，ツー ・館内展示 撮影／発表 Hl5. 1.30 個人
ワン・プロダクッ

絵はがき 1 撮影／放送 Hl4. 8.17 （樹ハウフルス 館内展示 撮影／査料 Hl5. 2. 2 個人

土器 22 撮影／発表 Hl4. 9. 3 個人 館内展示 撮影／刊行 Hl5. 2.18 読売新聞社

土器 31 撮影／行料 Hl4. 9. 3 個人 写真 1 撮影／賓料 Hl5. 2.22 個人

建物外観 撮影／発表 Hl4. 9. 4 （恥ドットコム 館内展示 撮影／査料 Hl5. 2. 26 個人
ワークス

絵はがき 1 撮影／掲載 Hl4. 9. 5 寒川町 館内展示 撮影／賽料 Hl5. 2. 26 個人

建物外観 し 撮影／掲載 H 14. 9.12 （掬ドットコム 館内展示 撮影／査料 Hl5. 2. 26 個人
ワークス

写真 2 撮影／発表 H 14. 9.14 個人 館内展示 撮影／査料 Hl5. 3. 2 個人

文書 2 撮影／刊行 H 14. 9. 26 平塚市博物館 館内展示 撮影／査料 Hl5. 3. 4 個人

土器 22 撮影／査料 Hl4.10. 6 個人 写真 1 撮影／掲載 Hl5. 3.18 神奈川県自然闘
境保全センター

絵はがき 1 撮影／資料 Hl4.10. 1 光葉企業（樹 絵はがき 14 撮影／査料 H 15. 3. 26 個人

文献 3 撮影／発表 Hl4.10. 1 個人 土器 5 撮影／発表 H 15. 3. 27 個人

館内展示 撮影／発表 Hl4.10. 1 個人 写真 5 撮影／掲載 Hl5. 3. 28 神奈川県自然棗
境保全センター

館内展示 撮影／発表 H 14. 10. 1 個人
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〈資料の館外貸出〉

査料名 点数 利用目的 期間 申請者 資料名 点数 利用目的 期間 申請者

文書 30 町史編纂 Hl4. 4. 1 大磯町立 写真 1 パネル作成 Hl4. 9.11 採久米設計
~10.18 図書館

創作こけし他 6 展示 H 14. 5. 1 憲政記念館 写真 2 参考脊料 Hl4. 9. 1 個人
~6.19 ~9.18 

書類他 4 町史編幕 Hl4. 5. 21 大磯町立 化石他 31 授業 H 14.10. 1 大磯町立
~11. 1 図害館 ~10.29 小学校

ビデオテープ 18 研究査料 Hl4. 5. 2 大磯町立 文書他 一括 展示 Hl4.10.12 平塚市博物館
（木遣り歌） ~5. 31 大磯中学校 ~12.15 

浮世絵 1 観光ポスター Hl4. 5. 3 ケイズ 図録 1 参考査料 Hl4.10. 2 湘南新聞社
~6.19 ~11. 17 

図録 1 参考骰料 H 14. 6. 1 廿本テレりーク僻 写真 3 紙面掲載 Hl4.10.31 神奈川中央
~6.30 ~11.19 交通（樹

写真 1 参考査料 H 14. 6.12 （樹てらいんく リバーサル 2 紙面掲載 Hl4. ll. 1 大磯町役場
~6.23 フィルム ~12.20 企画財政室

写真 2 紙面掲載 Hl4. 6. 2 湘南リピング テッカプト他 4 展示 H 14.11. 14 個人
~7.14 新聞社 ~11. 19 

写真 6 刊行物掲載 H 14. 7. 2 OM2 文書 16 町史編纂 H 14. 11. 14 大磯町立
~7. 21 ~12.28 図苦館

考古脊料 5 町史編篠 Hl4.7.l 大磯町立 ビデオテープ 1 授業 Hl4. ll. 16 白百合女子
~9.30 図嘗館 （御船祭） ~12. 5 大学

ポジフィルム 2 展示 Hl4.7.l 小田原城 浮世絵 1 参考査料 H 14. 11. 26 個人
~12.15 

絵はがき 3 参考査料 Hl4. 7. 1 個人 ネガ 1 参考査料 Hl5. 2.19 大磯町役場
~3.10 

写真 4 紙面掲載 H 14. 7. 2 （樹タウン 土質標本他 91 授業 Hl5. 2.20 大磯町立
~8.15 ニュース ~3.12 国府中学校

図録 2 放映 Hl4.8.7 毎日放送 考古査料 5 図化 Hl5. 2.20 大磯町立
~8.14 ~3. 31 図書館

写真 3 刊行物掲載 Hl4. 8. 3 （樹タウン ビデオ 2 参考査料 Hl5. 2.26 個人
~9.10 ニュース ~3.14 

図録 2 参考賓料 Hl4. 8. 2 個人 万石通し他 4 展示 H 15. 2. 28 二宮町
~9.29 ~3.11 教育委員会

写真 1 ホームページ Hl4. 9. 4 （樹ドットコム ネガ 1 参考賓料 Hl5. 3. 5 個人
掲載 ~9.4 ワークス ~3.5 
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〈寄贈資料〉 （敬称略）

No. 受入年月日 資料名 数菌 受入先 No. 受入年月日 査料名 数祉 受入先

0421 H 14. 4. 1 陶器類他 一括 飯田福信 1102 Hl4. ll. 3 トビ職道具 一括 加藤嘉義
大磯町大磯 他 大磯町大磯

0422 Hl4. 4.14 写真パネル 一括 尾崎芳治 1104 H 14. 11. 19 防火用石灰 1 渡辺栄一郎
他 大磯町大磯 を入れる箱 大磯町大磯

0423 Hl4. 4.23 庚申講中道具 一括 庚申講中 1105 H 14. 11. 28 蝶標本他 一括 木村純子
大磯町高麗 大磯町大磯

0424 Hl4. 4.24 磁器他 一括 西山敏夫 1201 H 14.12. 3 ヤドカリ 1 天野美佐子
二宮町山西 大磯町西小磯

0501 Hl4. 5.15 身分証明書 1 杉谷一子 1202 Hl4.12. 8 蝶標本 140 波多野収三
東京都西東京市 大磯町西小磯

0502 Hl4. 5.16 アシナガバチ 一括 木村純子 1203 Hl4.12. 8 イタゴ他 151 匿名
の巣他 大磯町大磯

0503 Hl4. 5.19 スライドフィルム 3 飯田福信 1204 Hl4.12.17 蝶類標本他 一括 鈴木重行
大磯町大磯 二宮町百合が丘

0601 Hl4. 6.15 ナガジュバン 1 西山経子 1205 Hl4.12.17 蝶類展翅プ 56 妻木徳一
大磯町石神台 レート 二宮町百合が丘

0602 Hl4. 6.19 クジラの歯 一括 新見紀雄 1206 Hl4.12. 25 メジロの巣 一括 木村純子
大磯町東小磯 他 大磯町大磯

0603 Hl4. 6.30 キモノ 1 尾沢千枝子 1207 Hl4.12. 25 冊子他 一括 加藤登思枝
秦野市南矢名 大磯町国府本郷

0701 Hl4. 7. 2 磁器他 2 飯田福信 0102 H 15. 1. 15 ミシン 1 中島源吾
大磯町大磯 大磯町大磯

0702 H 14. 7. 2 徳利 1 飯田福信 0103 Hl5. 1. 28 カメラ 1 飯田福信
大磯町大磯 大磯町大磯

0704 H 14. 7.16 アオバト 1 木田ハマ 0201 H 15. 2. 5 漂滸物他 一括 安藤次郎
（ヘイ死体） 大磯町高麗 平塚市東真土

0705 Hl4. 7.24 衣服 一括 加藤登思枝 0202 Hl5. 2. 6 カメラ 1 渡辺信之
大磯町国府本郷 大磯町大磯

0706 Hl4. 7. 30 陶器甕 1 （樹湘栄建設 0203 Hl5. 2.12 桶賊人道具他 一括 篇野秀夫
（底部のみ） 大磯町東小磯

0801 Hl4. 8. 5 衣類 一括 西山敏夫 0204 H 15. 2.14 漂着物他 一括 安藤次郎
二宮町山西 平塚市東真土

0803 Hl4. 8. 5 蝶のぬけがら 一括 木村純子 0205 Hl5. 2.18 オテダマ 30 杉山ヨネ
大磯町大磯 大磯町国府新宿

0804 Hl4. 8.20 貝がら他 4 飯田福信 0206 Hl5. 2.19 人形他 一括 藤田輝子

大磯町大磯 大磯町大磯

0805 Hl4. 8. 20 コゲラ 1 田端裕 0207 Hl5. 2.19 漂浩物他 一括 安藤次郎
（ヘイ死体） 大磯町高脆 平塚市東真土

0806 H 14. 8. 27 人形他 2 滝山昭枝 0208 Hl5. 2. 20 陶磁器 一括 安藤次郎
平塚市桜ケ丘 平塚市東真土

0901 H 14. 9. 1 アカウミガメ 1 山口光一 0209 Hl5. 2. 28 土器他 2 細住年光
（子ガメ） 大磯町国府本郷 大磯町大磯

0902 H 14. 9.11 シカ目繋の；行料 一括 日下正武 0210 Hl5. 2. 28 人形他 8 灼野秀夫
二宮町百合が丘 大磯町東小磯

0903 Hl4. 9.12 カイメン 一括 伊藤貞夫 0301 Hl5. 3.12 雛人形他 一括 中村千代
平塚市万田 大磯町高麗

0904 H 14. 9.19 ヤナオケ他 25 西山敏夫 0302 Hl5. 3.14 エピス、ダイコク他 7 西山敏夫
二宮町山西 二宮町山西

1001 Hl4.10. ll 石器 2 矢島繁男 0303 Hl5. 3. 23 写真 2 宮代伊佐雄
大磯町石神台 大磯町大磯

1002 Hl4.10. 25 吸入器他 3 加藤嘉義 0304 H 15. 3. 29 ナワカゴ他 一括 西山敏夫
大磯町大磯 二宮町山西

1101 Hl4. ll. 2 絵はがき 3 
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〈寄託資料〉 （敬称略、寄託期間： Hl4.4.l~H 16. 3. 31) 

No. 受入年月日 賓料名 数罷 受入先 No. 受入年月日 査料名 数屈 受入先

0401 Hl4. 4. 1 雛人形 ー式 田川順三 0411 Hl4. 4. 1 古文害 他 一括 守屋町子
横浜市緑区 大磯町黒岩

0402 Hl4. 4. 1 高札 3 坂井保治 0412 Hl4. 4. 1 稲荷講査料 一括 中村晴夫
大磯町黒岩 大磯町西小磯

0403 Hl4. 4. 1 一本松稲荷講中 一括 宮代治吉 0413 Hl4. 4. 1 掛軸他 一括 福島幹高

惰科 大磯町大磯 西小磯大部落

0404 Hl4. 4. 1 菊池重三郎関係 一括 菊池なつみ 0414 Hl4. 4. 1 統監帽他 一括 福島幹高
賽科 大磯町大磯 西小磯東区

0405 H 14. 4. 1 クロッカスガーデン 1 添田光雄 0415 H 14. 4. 1 獅子頭 2 原田繁雄
看板 大磯町国府本郷 （一対） 裡道区

0406 Hl4.4.l 書（断片） 一括 加藤文八 0416 Hl4. 4. 1 苫籍 他 一括 飯島成三
平塚市諏訪町 横浜市中区

0407 H 14. 4. 1 古文書 一括 後藤 勲 0417 Hl4.4.l 吉田茂杯 5 本田博造
大磯町月京 他 大磯中学校

0408 H 14. 4. 1 稲荷講脊料 一括 戸塚浩 0418 Hl4. 4. 1 古文書 1 近藤敬一郎
大磯町西小磯 東京都新宿区

0409 Hl4.4.l 書籍 2 山川 正 0419 Hl4. 4. 1 書幅 1 二宮勝男
大磯町国府新宿 平塚市下吉沢

0410 Hl4. 4. 1 子ども会旗 一括 添田孝明 0420 H 14. 4. 1 随神、屏風 3 宮代泰知
七夕査料 西小磯西子ども会 南本町区

〈移管資料〉

No. 受入年月日 査料名 数砒 受入先 No. 受入年月 日 脊料名 数姑 受入先

0703 H 14. 7. 2 赤煉瓦 一括 大磯町役場 0807 Hl4. 8.28 イタゴ 3 大磯町役場
下水道課 経済観光課

0707 Hl4. 7. 30 国府保育園新築工事 1 大磯町役場 1103 Hl4.ll. 5 キジ（剥製） 1 大磯町
地貸調査委託報告魯 総務課 生涯学習館

0802 H 14. 8.16 8ミリ撮影機 1 大磯町立
月京幼稚園

〈購入資料〉

。：；1| 雷：［胃I縞見ど］：□占1数9|（有）え受ひ：竺書店
小金井市
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〈寄贈図書一覧〉

出版地 寄贈者

伊勢原市教育委員会

寒川町企画部町史編さん課

・ 茅ヶ崎市教育委員会

茅ヶ崎市文化資料館

茅ヶ崎美術館

書名 発行年月

考古資料展 「ふるさと伊勢原の遺跡J図録 2003/03 

「寒川町史研究第15号」 2002/03 

「寒川町史13 別編 事典・年表J 2002/03 
「寒川町史資料所在目録第15号」 2002/03 
ぽ川町史調査報告書12」 2002/03 

「ちがさきの指定文化財」 1997/03 
「茅ヶ崎市埋蔵文化財調査報告13 円蔵御屋敷A遺跡』 2000/03 
「茅ヶ崎市文化振興財団調査報告3 神奈川県茅ヶ崎市 香川間門B遺跡J 2001/03 

「茅ヶ崎市埋蔵文化財調査報告14 小和田巳待田B遺跡J 2001/03 

「茅ヶ崎市埋蔵文化財調査報告15 鶴嶺八幡社池J 2002/03 

「茅ヶ崎市埋蔵文化財調査報告16 国指定史跡 旧相模川橋脚J 2002/03 
「自然の新聞J 222~241号 2001-2003 

企画展 「ちがさきアートNOW 四つの部屋 身体の虚実」図録 2002/01 

「文化資料館調査研究報告 10」 2002/03 
I目録（19) 海を渡った先党者J 2002/03 
『神奈川惧秦野市 曽屋吹上遺跡 ー200102地点ー」 2002/08 

「丹沢だより」 379~394号 2002-2003 

徳富蘇峰記念館

有明文化財研究所

丹沢自然保護協会

秦野市教育委員会 • 「秦野市文化財調査報告書5 秦野の絵馬と奉能額J 2002/03 

一

秦野市総務部文書法制課

秦野市立桜土手古墳展示館

神奈川開教育庁 中教育ま務所

神奈川県湘南地区行政センター

東海大学校地内遺跡調査団

平塚市中央図書館

平塚市博物館

平塚市美術館

湘南考古学研究所

日本大学生物資源科学部資料館

藤沢市教育委員会

「秦野市文化財調査報告書6 秦野市の寺社建築」 2002/03 

「西大竹尾尻遺跡群3 ー資料1Iー」 2002/04 

『西大竹尾尻遺袴群2 一資料Iー 秦野市西大竹尾尻特定土地区画整理事業に伴う調査報告」 2002/05 

「西大竹尾尻遺跡群1J 2003/01 
「秦野2000 ＿写真に残す秦野の1年ー」 2001/12 

「秦野市史研究第21号」 2002/03 
巡回展2001「発掘されたかながわの顔』図録 2001/11 

「研究紀要第3号」 2002/03 
「秦野桜土手古墳展示館だより N0.20」 2002 

「社会教育資料2002 中地区の社会教育J 2002/06 

「金目川水系流域マップ」 2002/07 
「第12回 足もとに眠る歴史展 一撚りと結びの考古学ー」図録 2003/01 

「地方行政資料目録平成12• 13年度J 2002/06 

「平塚市史別編 考古 基礎資料集成1 「平塚市内出土の古瓦」J 2000/03 
「平塚市史別編 考古 基礎貧料集成2 「平塚市内出土の緑彩釉陶器」」 2001/03 

「平塚市史別編 考古 基礎資料集成3 「平塚市内出土の墨書 ・刻書土器J 2001/05 

「平塚市史別編 考古 基礎資料集成4 「平塚市内出土の古銭J 2002/03 
「平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書10 御殿B／山下長者屋敷跡／御領宮／山王B」2002/03

「平塚市埋蔵文化財シリ ーズ36 厚木道遺跡』 2002/03 

「平塚市埋蔵文化財シリーズ37 万田遺跡 ・構之内遺跡」 2002/03 
「ガイドブック20 石材ウォッチング ー街の中の石材調ベー」 2002/03 

「平塚考古資料 50選J 2002/07 

「平塚市博物館年報 N0.25J 2002/03 

「平塚市博物館年報 N0.26」 2002/03 
「平塚市博物館所蔵資料目録 vn ー出縄家所蔵文書ー」 2002/03 

「展示解説ボランティアの会会報 N0.4J 

r平成10年度平塚市美術館年報』
『平成11年度平塚市美術館年報J

『香りの美展」 図録

「かざられたきもの 一寛文小袖ー展」図録

「パウル・ヴンダーリッヒ展J 図録

「平塚市美術館 開館10周年記念記録集 一美術館建設運動から開館10周年まで一J

「近世ヨーロッパの絵画の軌跡展J図録

「安田鞍彦展J 図録

「平成12年度平塚市美術館年報J

「平成13年度平塚市美術館年報J
「20世紀。美術は虚像を認知した ーモナ・リサとマンモンのあいだでー」図録
宮原百石原遺跡発掘調査概報 （藤沢市 N0.236遺跡）

「資料館報 N0.11J 

「陣場 ・庄司原古墳群j

「坂上遺跡J

「上百駄山遺跡、寺間遺跡、孫田遺跡J
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圃

一

藤沢市文書館

小田原市教育委員会

小田原市郷土文化館

小田原城天守閣

神奈川惧立生命の星・地球博物館

箱根町立郷土資料館

箱根町教育委員会

真鶴町立中川ー政美術館

山北町教育委員会

山北町地方史研究会

し馬の博物館

大佛次郎記念館

（財）かながわ考古学財団

企画展 「江の島縁起巻J図録

「平成12年度村内遺跡j
「引田高堰遺跡J

企画展 「東海道と藤沢宿」図録

「民家解体保存調査報告書（その二）」

「平成13年度村内遺跡J
「藤沢市文化財調査報告書 第37集J
「藤沢市文書館紀要二十四J

「藤沢市史研究第35号J
「藤沢市資料集（二十六） 相模国鎌倉郡小塚村「御用留」(6)」

「平成13年小田原市遺袴調査発表会 シンボジウム 弥生後期のヒトの移動発表要旨j
「身近にある 小田原の史跡川東版j

「小田原城三の丸 藩校集成館跡第皿• W地点J

「久野諏訪ノ原遺跡群IJ 
「小田原市文化財調査報告書第90集平成11年度試掘調査J
「小田原市文化財調査報告書第91集小八幡東畑遺跡 第皿地点J
「小田原市文化財調査報告書第92集小田原城下天神下跡 第II地点」
r小田原市文化財調査報告書第93集 小田原城三の丸南堀第filN・V・VI地点J
「小田原市文化財調査報告書第94集小田原城三の丸東堀 第vn地点J
「小田原市文化財調査報告書第95集小田原城三の丸箱根口跡 第N地点j
「小田原市文化財調査報告書第96集 小田原城下香沼屋敷跡 第vn地点』
「小田原市文化財調査報告書第97集 小田原城三の丸大久保雅楽介邸跡 第1X地点』
「小田原市文化財調査報告書第98集 池上森通遺跡 第 I地点J
「小田原市文化財調査報告書第99集 千代南原遺跡 第vm地点J
「小田原市文化財調査報告書第102集 小船森遺跡J
特別展 「小田原の近世絵馬J 図録

特別展 「神楽面 一失われた村の神楽ー」図録

「小田原城絵図 文久図J

「神奈川県立生命の星・地球博物館年報第6号 (2000年度）」
「自然科学のとびら」 26~32号
「神奈川県立博物館研究報告 自然科学31号J
「神奈川自然史資料 23J 
特別展 「人と大地と 一WonderfulEarth-J図録
「地球、生命あふれる不思請な星J

「神奈川惧立生命の星・地球博物館年報第7号 (2001年度）J
「地球、生命あふれる不思謙な星 神奈川県立生命の星・地球博物館」

「神奈川県立博物館調査研究報告書 自然科学第11号博物館での新しい地学教育j
特別展 「ザ・シャーク」図録

「館報第18号」
「館報第19号」
企画展 『箱根は箱根 ー小説「箱根山」の風景J図録

「箱根町指定史跡 東光庵熊野権現旧跡 保存事業報告書J

「美術館だより 第10号」
「山北町の仏像調査報告書』

「足柄乃文化第29号J
「馬の博物館研究紀要第14号 」
「馬の博物館所蔵 木下順二氏寄贈馬書目録j

『馬の博物館所蔵品選集増補版J

『馬の博物館だより N0.39」

rうまはくブックレット N0.4 日本の古式競馬j
春季特別展 「1動く馬J 図録
「おさらぎ選書第11集』
「かながわ考古学財団調査報告45 池子遺跡群IXJ
「かながわ考古学財団調査報告59 道志導水路関連遺跡J
「かながわ考古学財団調査報告119 和田山やぐら群遺跡』
「かながわ考古学財団調査報告120 党栄寺やぐら群遺跡j
「かながわ考古学財団調査報告126 長岡西遺跡J
「かながわ考古学財団調査報告127 稲荷木遺跳J
「かながわ考古学財団調査報告129 南原遺跡」
『かながわ考古学財団調査報告130 佐原城跡遺跡J

「研究紀要7 かながわの考古学』
「かながわ考古学財団調査報告131 稲荷山貝塚j
「かながわ考古学財団調査報告132 正党寺やぐら群J
「かながわ考古学財団調査報告133 川尻中村遺跡J
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神奈川近代文学館

神奈川県教育委員会

（財）神奈川県建設業協会

（財）神奈川県国際交流協会

（財）神奈川惧市町村振興協会

神奈川県博物館協会

神奈川県民俗芸能保存協会

神奈川県立近代美術館

神奈川県立公文書館

神奈川県立歴史博物館

し

神奈川地域史研究会

グリーンタフ事務局

寺家ふるさと村「四季の家」

城山公園公園事務所

湘南考古学研究所

玉川文化財研究所

「かながわ考古学財団調査報告134 原口遺跡皿J
「かながわ考古学財団調査報告135 原口遺跡NJ
「かながわ考古学財団調査報告136 比奈窪中屋敷横穴墓群J
「かながわ考古学財団調査報告137 宅間谷西第2やぐら群1I」
「かながわ考古学財団調査報告138 覚園寺総門跡東やぐら群IIJ 
「かながわ考古学財団調査報告139 松葉ヶ谷奥やぐら」
「年報9 平成13年度」
「かながわの遺跡展槍から弓矢へ 石器時代の狩猟J図録

「かながわ考古学財団調査報告140 山王堂東谷やぐら群IIJ 
「かながわ考古学財団調査報告141 小田原城三の丸 杉浦平太夫邸跡J
「かながわ考古学財団調査報告142 大北横穴墓群J
「かながわ考古学財団調査報告143 上ノ町遺跡J
『かながわ考古学財団調査報告144 長坂宮ノ前やぐら群J
「かながわ考古学財団調査報告145 竹の谷戸やぐら」
「かながわ考古学財団調査報告146 白山神社前遺跡所在やぐら」
「かながわ考古学財団調査報告147 走水神社やぐら群j
「かながわ考古学財団調査報告148 和田山やぐら群遺跡皿」
「かながわ考古学財団調査報告149 腰越東横穴墓J
「かながわ考古学財団調査報告150 田戸台横穴墓群J
「かながわ考古学財団調査報告154 明石谷やぐら群 明石谷東やぐら群j
「研究紀要8 かながわの考古学」
「神奈川近代文学館」 第77~79号
「神奈川近代文学館年報 2001年（平成13年度）J
「神奈川県 埋蔵文化財調査報告書44』
「社会科資料2002 中地区の社会教育』
「平成14年埋蔵文化財担当職員等講習会 一発表要旨ー」

「SINKEN 2003年 N0.271J
「Hellofriends N0.225』
「自治展望 41」
「NETWORK」 第22~23号
「神奈川県博物館協会会報 第72号」
『神奈川県博物館協会会報第73号J
「神奈川県博物館協会 加盟館園職員名簿 2002J 
「民俗芸能情報提供J 4-6月、 7-9月
「かながわの民俗芸能 第65号j
「かながわの民俗芸能第66号」
「新館準備ニュース 第1号J
「神奈川県立公文書館だより 第8号J
「神奈川県立公文書館紀要 第4号」

「平成13年度 神奈川県立公文書館年報J
「神奈川県立歴史博物館だより」 159~162 
「神奈川県立博物館研究報告一人文科学ー第28号』
特別展 「海を渡ったアイヌの工芸一英国人医師マンローのコレクションから」図録

「平成13年度 神奈川県立歴史博物館年報J
特別展 「日韓交流と FOOTBALLJ図録
特別展 「変わり兜 ー戦国の奇想天外」図録

「神奈川地域史研究会 会報J 第63~66号
「神奈川地域史研究第18号』
「神奈川地域史研究第20号J
「横浜の自然は今J

「はなあふ通信J 5~ 2月号
「GREENWAVE 2002 NO.BJ 
「今田殿窪遺跡発掘調査報告書（藤沢市N0.195遺跡）」
「湘南考古学同好会会報90 「第20回 藤沢市遺跡調査発表会」を迎えて」
「神奈川県伊勢原市 成瀬第二地区遺跡群高森地区 発掘調査報告書J

「神奈川県相模原市 田名塩田遺跡群I 発掘調査報告書」
「神奈川県伊勢原市 沼目・坂戸遺跡第1I地点 発掘調査報告書J

「神奈川昴伊勢原市 成瀬第二地区遺袴群下精屋C地区第2,3地点 発掘調査報告書」
「神奈川県相模原市 田名塩田遺跡群1I 発掘調査報告書J

r神奈川県川崎市麻生区 岡上ー4遺跡第2地点 発掘調査報告書J
「神奈川県原木市 及川上向原遺跡 発掘調査報告書」

「神奈川県小田原市 小田原城三の丸御長屋蹄 第n地点発掘調査報告書J
「横浜市保土ヶ谷区 南原遺踪発掘調査報告書J

「神奈川県海老名市 国分尼寺北方遺跡第25次調査 発掘調査報告書j

-19-

2002/03 
2002/03 
2002/09 
2002/10 

2002/10 
2002/10 
2002/10 
2002/10 
2002/11 
2002/12 
2002/12 
2003/02 
2003/03 
2003/03 
2003/03 
2003/03 
2003/03 
2003/03 
2003/03 
2003/03 
2003/03 
2002 
2002/06 
2002/04 
2002/06 
2003/01 
2003 
2002 
2002/12 
2001-2002 

2002/03 
2002/03 
2002/09 
2002 

2002 
2002 
2002 
2002 

2002/03 
2002/06 
2002-2003 
2002/03 
2002/04 
2002/12 
2003/03 
2003/03 
2001-2002 
2000/03 
2002/03 

2003/01 
2000-2003 
2002/03 
2003/01 
2003/02 
1999/03 
1999/03 
1999/03 
2001/03 
2001/03 
2001/12 
2002/01 
2002/03 
2002/03 
2002/03 



・置・

i 

・9  

一

-
9直遍

I 

ニュースパーク（日本新聞博物館）

横浜市教育委員会

横浜自然観察の森

（財）横浜市ふるさと歴史財団

横浜市立野毛山動物園

横浜市緑政局

横浜市歴史博物館

横浜人形の家

卸有隣堂

川崎市教育委員会

川崎市市民ミュージアム

川崎市立 日本民家園

鎌倉市教育委員会

鎌倉国宝館

鎌倉八幡宮社務所

鎌倉文学館

二浦市教育委員会

横須賀市教育委員会

横須賀市自然・人文博物館

逗子市教育委員会

有明文化財研究所

「神奈川県伊勢原市 成瀬第二地区遺跡群J

「神奈川県藤沢市鍛冶山遺跡発掘調査報告書」

「神奈川県相模原市 田名塩田遺跡群皿 発掘調査報告書J

「横浜市金沢区 上行寺東やぐら群遺跡 発掘調査報告書j

「神奈川県綾瀬市早川天神森遺跡 発掘調査報告書J

「神奈川県小田原市 久野下馬道上遺跡発掘調査報告書J

「神奈川県海老名市上浜田4号墳発掘調査報告書J

「神奈川県川崎市高津区 間際根横穴墓群第3地点発掘調査報告書J
「神奈川県横浜市港北区 下田西遺跡発掘調査報告書」

企画展 「「海外邦字紙」と日系人社会」図録

「横浜の指定・登録文化財J

「平成2年度文化財年報 （埋蔵文化財 その19)J
「弥名寺の石造塔 ー史跡弥名寺境内石造物調査報告書ー」

「ゴロスケ報々」 第81~86号
「平成13年度埋蔵文化財センター 年報12」
「マイウェイ N0.46J 
ぽ輪洞谷横穴墓群発掘調査報告 （2002年3月）」
「有隣第415号J
「年輪 ー半世紀の軌跡ーJ

「横浜市動物園年報平成13年度 2001」
企画展 PART3 「東海道双六の世界J図録
「横浜市歴史博物館紀要 vol.5」
特別展 「甦る大環豪集落J 図録

企画展 PARTl 「屏風・絵巻に描かれた東海道」図録
企画展 PART2「東海道と保土ヶ谷J 図録
「横浜市歴史博物館年報平成12年度版J
企画展 「中世の棟札 一神と仏と人々の信仰ー」図録

「EVENT NEWS」 2001• 11~2003 • 4 
「南原遺跡発掘調査報告」

「川崎市 文化財調査集録 36J
「東海道宿駅制度400年記念 東海道一日本橋、そして川崎宿ヘー」図録
rこどもニュース」 夏号
r museum newsJ vol.62-67 
「川崎市市民ミュージアム紀要 第14集」
「川崎市立 日本民家園 （日本民家園だより）」 第47~48号
「古都鎌倉を取り巻く山稜部の調査概要J

「永福寺跡 ー遺物編・考察編ー」

「鎌倉大仏周辺発掘調査報告書」

「鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書18 平成13年度発掘調査報告（第1分冊）」
「鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書18 平成13年度発掘調査報告（第2分冊）」
『杉本寺周辺遺跡J

「鎌倉の埋蔵文化財 5J 

「鎌倉大仏周辺の発掘調査 ー大仏造営手法と大仏殿の推定ーJ

『鎌倉志料第九巻」

「鶴岡」 N0.88~92 
企画展 「武者小路実篤 ー文学・人・鎌倉J図録

企画展 「文学と鎌倉大仏J 図録

企画展 『女流作家と鎌倉J 図録

「三浦市埋蔵文化財調査報告書第7集赤坂遺跡J

「三浦市埋蔵文化財調査報告書 第8集 海防陣屋関連土塁J
r三浦市埋蔵文化財謂査報告書 第9集平成11年度遺跡試掘調査j
「横須賀市文化財調査報告書第37集J
「横須賀市埋蔵文化財調査報告書 第4集 猿島遺跡群J
「横須賀市埋蔵文化財調査報告書 第10集 打木原遺跡群」
「平成14年度 横須賀市埋蔵文化財発掘調査速報展J図録
「横須賀市博物館報 N0.48J 
「横須賀市博物館資料集 第26号」
「横須賀市博物館研究報告（自然科学） 第44号」
「横須賀市博物館研究報告（人文科学） 第46号」
「考古資料図録 XVIlJ 

「国指定史跡名越切通保存管理計画策定報告書」

「埋蔵文化財試掘確認調査報告1（平成9~11年度）蟹田遺跡 (N0.114)発掘調査J
「埋厩文化財試掘確認調査報告2 沼問台遺跡 (N0.33) 、池蔵山遺~ (N0.117)J 
「神奈川県葉山町木の下遺跡J
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かながわ学術研究交流財団

葉山しおさい博物館

葉山町教育委員会

山口逢春記念館

神奈川県町村教育長会

厚木市教育委員会

原木市文化財協会

神奈川自然環境保全センター

綾瀬市教育委員会

海老名市掲土資料館「海老名市温故館」

神奈川自然保全研究会

相模原市教育委員会

相模原市立 相模/IIふれあい科学館

相模原市立博物館

座間市教育委員会

津久井町教育委員会

大和市教育委員会

大洗町教育委員会

上高津貝塚ふるさと歴史の広場

土浦市教育委員会

小山市立博物館

赤城村歴史資料館

北橘村教育委員会

草津市教育委員会

高麗神社

さいたま川の博物館

埼玉嗅立博物館

税務大学校租税資料館

「K-FACEニュースレター "Facetoフェイス”12号j
「潮騒ガイドブック⑥三浦半島 干潟 •砂浜の生物J
「潮騒だより No.13J 
「シンポジウム 前期古墳を考える ～長柄・桜山の地から～j

特別展 「昭和日本画壇のモダニスト」図録

『研究紀要第2号J
「会報」 18、19
第13回収蔵資料店 「活動する青年たち」図録
特別展示 「東海道に矢倉沢往還J 図録

第16回収蔵資料店 『あつぎの民俗芸能J図録
「阿夫利第16号J
「自然情報第1号J
「あやせウォークガイド」

特別展 「昼校ノ ハジマリ ハジマリ～」 図録

「神奈川自然保全研究会報告書第16号」
「神奈川興相模原市 光明学園遺跡発掘調査報告書」

「相模原市埋蔵文化財調査報告26 当麻亀ノ甲・西原遺跡J
「相模原市埋蔵文化財調査報告27 田名塩田 ・西山遺跡J
「相模原市埋蔵文化財調査報告28 田名塩ノ内遺跡 第2地点j
「相模原市埋蔵文化財調査報告29 相原八幡前遺跡 第5地点J
「神奈川県相模原市 当麻亀形遺跡J

「平成14年 相模原市文化財年報J
「相模川ふれあい科学館だより No.17」
「相模原市立博物館ニュースJ VOL.26~29 

特別展 「星の測墨J 図録

庚海道宿駅制度400年記念特別展 「＂道＂再発見 一道の役割とその移りかわりー」図録
「相模原市立博物館研究報告 第11集」
「相模原市民俗調査報告書 大島・上矢部・田部・上溝・当麻地区の民俗．l
「座間健康ふるさとマップ』

「皆原西遺跡II遺跡 発掘調査報告書j
「座間むかしむかし 第二十四集」

「津久井城の調査 VJ 
企画展 r矢倉沢往還と下鶴間宿』図録
「下鶴間の小倉家資料調査報告書2 一薬類 ・民俗資料ーJ
r下鶴間長谷川家資料総合調査報告書 目録編4」
「大和の民話・伝説シリ ーズ 「子育てのうばさま」j

『大円台地埋蔵文化財発掘調査報告書 第 1冊 大貫落神北貝塚j

「大貫台地埋蔵文化財発掘調査報告書 第2冊 大円落神南貝塚J
第7回特別展 「常陸戦国記」図録

「茨城県土浦市史跡土浦城」

『土浦市 上高津貝塚ふるさと歴史の広場年報 第7号 2000年度」
「茨城県土浦市 常名台遺跡群確認調査 神明遺跡（第3次遺跡）」
特別展 「'’おかね”は じめて物語J図録

「茨城県土浦市 永国遺跡（第2次調査）j
「小山市立博物館報第18号平成12年版」
「小山市立博物館紀要第7号 2001」
企画展 「昭和の子ども ～あそびとくら し百科」図録

『小山市立博物館報第19号平成13年版」

企画展 r乙女の古代瓦と下野国l 図
「赤城山麓の弥生びと 一樽遺跡発見70年ー」図録
「北橘村埋蔵文化財発掘調査報告書 第36集 房谷戸遺跡N」
『平成13年度 北橘村文化財年報3J
『北橘村埋蔵文化財発掘調査報告書 第37集 北橘村村内遺跡NJ
「草津川放水路関連遺跡発掘調査報告書3 中畑遺跡発掘調査報告書IJ 
「桜陰筆記J

「かわはくJ No.13~15 
特別展 「水辺の妖怪j 図録

「THEAMUSEUM 108号J
「埼玉県立博物館紀要 27」
「紀要ー28」
平成12年度特別展示 「江戸時代の税 一年貢ー展」図録
平成13年度特別展示 「江戸時代の村と税J図録
「平成14年3月 租税資料目録明治後期編』
『租税資料館報平成13年度版J
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鶴ヶ島市教育委員会 「若葉台遺跡 O・P・ Q・R・T地点、富士見西児童公園 発掘調査報告書」

「鶴ヶ島市埋蔵文化財調査報告第50集北権現遺跡 1 • 2次調査発掘調査報告書J
「鶴ヶ島市埋蔵文化財調査報告第51集小萱野遺跳高倉館発掘調査報告書J

富士見市立難波田城資料館 企画展 「ちょっと昔の着物語 一野良着・よそゆき・ちょい藩ー」図録

富士見市立資料館

三芳町教育委員会

我孫子市烏の博物館

伊能忠敬記念館

国立歴史民俗博物館

市立市川考古博物館

市立市川自然博物館

館山市立博物館

千葉県立中央博物館

千葉市立加曾利貝塚博物館

流山市立博物館

松戸市立博物館

茂原市立美術館・郷土資料館

朝日新聞社

板橋区立郷土資料館

大田区立郷土博物館

お札と切手の博物館

お茶の水女子大学

外務省外交資料館

1 1義礼文化学会
卸久米設計事務所

グリーンタフ事務局

卸講談社

品川歴史館

企画展 「写真展 宮士見の暮らしとできごと」

「平成13年度富士見市立資料館要覧」
「みよしほたる文庫 三芳の歴史J

『我孫子市鳥の博物館調査研究報告 第10巻 2002年3月」
「我孫子市烏の博物館報第12号平成13年度版J
「伊能忠敬記念館第3号平成12年度」
「古代日本 文字のある風景 一金印から正倉院文書までー」図録

企画展示 「中世寺院の姿とくらし 一密教・禅僧・湯屋ーJ図録

植物苑特別企画 「季節の伝統植物」 図録

「平成10年度市立市川考古博物館年報第27号J
「平成11年度市立市川考古博物館年報第28号J
「平成12年度市立市川考古博物館年報第30号J
「市立市川自然博物館だより」 73~78号
「平成12年度 市立市川自然博物館J
「ミュージアム発見伝 J No.69~70 
「千葉中央博物館研究報告一人文科学ー第7巻第2号 （通巻15号）J
「貝塚博物館紀要第29号」
「貝塚博物館研究資料 第6集加曾利貝塚人骨の総合調査J
「常設展示図録」

「流山市立博物館年報No.23J
「まつどミュージアム」No.10,11 
「松戸市立博物館年報第8号平成12年度 （2000)J
「松戸市立博物館紀要第9号」

企画展 「とっとり青戸上寺地遺椋展 一松戸で弥生人に会える一 弥生人の脳発見！ 」図録

「松戸市立博物館年報第9号平成13年度 (2001)J
企画展 「はにわの十字路J 図録

郷土企画展 「門前町茂原と日蓮聖人」図録

「朝日クロニカル週刊20世紀通巻24号 （昭和41年）J
「東京都板橋区 志村坂上遺跡N地点発掘調査報告書J

特別展 「中山道一板橋宿 江戸の出入りロー」図録

特別展 「版画にみる東京の風景J 図録

「板橋区立郷土資料館紀要 第14号J
「板橋区立郷土資料館年報第15号平成十三年度版」
「博物館ノー ト」 No.121~126 

特別展 「木綿一染められた遊び心ー」図録

「紀要第12号平成13(2001)年度J
「お札と切手の博物館ニュース vol.14J 
「博物館実習報告第17号 (2001年度）」
『博物館実習報告第18号 (2002年度）J
「大塚町遺跡 2」
『外交資料館報第16号平成14年6月」
『儀礼文化ニュースJ 122~130号
「新建築別冊 日本建築家シリーズ⑱ 久米設計J

「建築文化6 l 990Vol.45No.524J 
『自然観察」 241~259号
「週刊 TIMETRAVEL 再現日本史第57号J
rー品川から巣立ったひと•もの・ 情報展ー 鎌倉武士西に走り トランジスタ海を渡るJ
「品川歴史館紀要第16号」
『平成11• 12年度品川区立品川歴史館年報第8号J
『品川歴史館資料目録摺物編 (-)J

「品川歴史館資料目録 古文書編 （一）利田家文書』

「品川歴史館紀要第17号J
「品川歴史館資料目録 映画資料編 （一）」

（財）ジェイアール東海生涯学習財団 「10年のあゆみ」
社団法人 日本ユネスコ協会連盟 「世界遺産年報 2002 (No.7)」

衆議院憲政記念館

昭和館

「世界遺産年報 2003 (No.8)」

特別展 「吉田茂とその時代」図録

「開館30年 憲政記念館所蔵資料目録」
「昭和館館報第2号 （平成12年度）」
「昭和館館報第3号 （平成13年度）」
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世田谷区教育委員会

世田谷区立次太夫堀公園民家園

台東区下町風俗資料館

卸丹青研究所

東京都江戸東京博物館

東京家政学院生活文化博物館

東京学芸大学教育学部

豊島区立郷土資料館

（財）日本博物館協会

港区教育委員会

港区立港郷土資料館

船の博物館

卸文化環境研究所

文化庁文化財部記念物課

明治大学学芸員蓑成課

くにたち郷土文化館

調布市教育委員会

調布市郷土博物館

企画展 「鍛冶の技と世界 一農村を支えた炎と音ー」図録

企画展 「農村と川 漁とくらしを中心に」 図録

『下町風俗資料館 号琥J 9月15日～3月15日号
『MuseumDataJ No.53~58 
「江戸東京博物館 NEWS」 vol.36-40 
「江戸東京博物館シンボジウム報告書3 幕末明治における江戸東京 文化の受容と発信」
「東京都江戸東京博物館研究報告 第8号j
「東京都江戸東京博物館調査報告書 第13集 隅田川をめぐるくらしと文化j

新発見考古速報展 「発掘された日本列島2002J図録
「江戸東京博物館要覧 2002」

「東京家政学院生活文化博物館年報 第11• 12合併号」
特別展 rゎたしのお宝自慢！ ！なんでもコレクション展J図録
「研究紀要付．博物館実習報告 2000年度第6号」

「研究紀要黒沢惟昭教授退官記念付・博物館実習報告 2001年度 第7号」
「生活と文化研究紀要第11号」
「豊島の集団学童疎開資料集 （7) 学寮日誌編I ー東京第二師範附属国民学校J

「豊島区立郷土資料館研究紀要第12号生活と文化」
「博物館指導者研究協譲会報告書 平成11年度J

「第48回 全国博物館協会報告書 平成12年度 21世紀に相応しい博物館づ〈りを目指して」
「博物館指導者研究協請会報告書 平成12年度J

「シンポジウム 今後の博物館の評価のあり方報告書」

「イコム倫理規定J

「第49回全国博物館大会報告書一平成13年度J
「博物館指導者研究協請会報告書 平成13年度』

「平成14年度会員名簿J
「平成13年度港区指定文化財J
「港区文化財調査集録第6集J
「資料館だより 第48号J

「港区内近世部市江戸関連遺淋発掘調査報告27第1台場遺跡発掘調査報告書J
「港区内近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告29-1 長門府中藩毛利家屋敦跡遺肪発掘調査報告書IJ 

「港郷土資料館館報ー20一平成13年度版 (2001年度版）」
『船の科学館資料ガイド南極観測船宗谷J

「文環研レポート」 第15、17、19号
『カルチベイトJ 第13、15、17、18、19号
「埋蔵文化財関係統計資料」

「2001年度明治大学学芸員蓑成課程年報17J
「2001年度明治大学学芸員蓑成課程紀要13J
企画展 「府中用水 ー移りゆく人と水とのかかわりー」図録

「くにたち郷土文化館年報第5号平成12年度J

「くにたち郷土文化館 研究紀要 No.4J 
「くにたち榔土文化館資料目録第1集 甲野資料目録 I A、書籍・文献J

「くにたち郷土文化館年報第6号平成13年度」

文教地区指定50周年記念写真展 「まち・ひと・くらし ー写真でみるくにたちー」図録
「東京都調布市埋蔵文化財年報 一平成9年度ー」
「東京都調布市埋蔵文化財年報 一平成10年度ー」
「東京都調布市埋蔵文化財年報 一平成11年度ー」

「東京都調布市 埋蔵文化財年報 一平成12年度ーJ
「調布市埋蔵文化財調査報告37 下石原遺跡第24地点の調査J
「調布市埋蔵文化財調査報告38 飛田給遺踪第50地点・飛田給遺踪第7地点j

「調布市埋蔵文化財調査報告40 下布田遺跡第46地点の調査」
「調布市埋蔵文化財調査報告41 調布市の遺跡調査 ー第3集ー』

「郷土博物館だより」No.60~62
「調布市埋蔵文化財調査報告44 上石原遺跡」
「調布市埋蔵文化財調査報告45 桜塚古培J
「調布市埋蔵文化財調査報告43 北浦遺跡J
I調布市埋蔵文化財調査報告51 中耕地遺跡」
「調布市埋蔵文化財調査報告50 下石原遺跡J

「調布市埋蔵文化財調査報告52 下布田遺跡』
「調布市埋蔵文化財調査報告53 下石原遺跡J
「調布市埋蔵文化財調査報告54 小島町遺跡J
「調布市埋蔵文化財調査報告55 深大寺城山遺跡J

「調布市埋蔵文化財調査報告56 飛田給遺跡j
企画展 「新・調布案内j図録
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府中市郷土の森博物館

福生市郷土資料室

町田市立自由民権資料館

十日町市博物館

環燒省自然環境局生物多様性センター

釈迦堂遺跡博物館

八田村教育委員会

若草町教育委員会

駆“曝 茅野市教育委員会

茅野市八ヶ岳総合博物館

（財）藤村記念館

尖石縄文博物館

諏訪市博物館

伊東市教育委員会

静岡市立登呂博物館

静岡県立美術館

東海道広重美術館

沼津市歴史民俗資料館

浜松市博物館

藤枝市郷土博物館

焼津市歴史民俗資料館

置 し 安城市歴史博物館

豊橋市二川宿本陣資料館

豊橋市教育委員会

「調布の文化財j 第30~31号
「府中市郷土の森博物館ブックレット 2 古代武蔵国府j

「あるむぜおJ No.58~62 
「府中市郷土の森博物館年報第15号J
「府中市郷土の森博物館紀要第15号j
「府中市内家分け古文書目録5 押立 町有文書目録（1）」
『府中市郷土の森博物館ブックレット 3 詩人村野四郎」

「福生市郷土資料館年報21J
「文化財総合調査報告書第二十一集熊川分水j

「町田市立自由民権運動資料館紀要 自由民権J

「民権ブックス15 多摩の鉄道と民権家」
共同企画 「北越雪譜と魚沼の風土』図録

『生物多様性センター ニューズレター」 第5、6号

「第6回緑の国勢調査身近な森調査結果J
「平成12年度釈迦堂遺跡博物館年報第1号j
『釈迦堂遺跡博物館年報 第2号 （平成13年度版）」
特別展 「抽象文土器の世界J図録

「釈迦堂通信 しやかどう 8号」

「山梨県中巨摩郡八田村 徳永・御崎遺跡』

「八田村 清流と文化財のまちJ

「山梨県中巨摩郡若草町 向第 1遺跡j

「若草町の遺跡と文化財J

rーノ瀬・芝ノ木遺跡J
「下尾根遺跡J

「大田借り苅遺跡j

収蔵資料展 「八ヶ岳の動物たちj

「図録島崎藤村」

「父藤村の思い出と書簡j

「茅野市尖石縄文考古館 リニューアルの記録」

平成14年度3館同時開催企画 『諏訪の旧石器展j図録
「八ヶ岳通信J No.20~21 
企画展 「描かれた諏訪社J図録

「竹取物語絵券l
「伊東市史だより 3」
「静岡市立登呂博物館館報 12 平成13年度J

「アマリリス」No.65~68
「館蔵品総合図録」

「資料館だより」155~158号
「浜松市博物館情報 一新しい博物館をめざして一」 第115~120号

「浜松市博物館だよりJ76号、 77号
「博物館資料集11 国民の世紀J
「藤枝市文化財年報 一平成12年度ー」
「藤枝市文化財年報 一平成13年度ー」
「藤枝市郷土博物館年報 14」
「焼津市歴史民俗資料館 年報16 一平成13年度ー」
市制50周年記念 I安城展J 図録
企画展 「再現 からくり人形」

特別展 「ものがたり 善光寺如来絵伝J

「博物館ニュースJ 第45~47号
「写真にみる東海道」図録

企画展 「弥次喜多 東海道展J図録

開館10周年記念 「琉球使節展J図録
「東海道五十三次宿場展X ～御油 ・赤坂•藤川・岡崎～J 図録
「豊橋市二川宿本陣資料館年報平成11・12年度」
r二川宿資料集 第一集近世豊橋の旅人たち ー旅日記の世界一」
「豊橋市埋蔵文化財調査報告書第59集 東脇遺跡群J
「豊橋市埋殿文化財調査報告書第60集 中野遺器、東郷内1号、西上遺袴、伊奈遺跡、野添遺椿J
「豊橋市埋蔵文化財調査報告書第61集 二川古窯址群 (II)J 
「豊橋市埋蔵文化財調査報告書第62集 橋良遺跡（皿）J
「豊橋市埋蔵文化財調査報告書第63集 吉田城址 (V)」
「豊橋市埋蔵文化財調査報告書第64集 西野石灰焼窯址J
「豊橋市埋蔵文化財調査報告書第65集 稲荷山古墳群J
I豊橋市埋蔵文化財調査報告書第66集 本郷遺跡 (II)J 
『豊橋市埋蔵文化財調査報告書第67集 市内試掘調査報告書j
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匿

一
一
一

量

一
一

豊橋市自然史博物館

磯部町立 図書館・郷土資料館

亀山市歴史博物館

鈴鹿市考古博物館

大津市歴史博物館

草津市教育委員会

滋賀県立琵琶湖博物館

（樹京都科学

舞鶴市立赤れんが博物館

大阪市立自然史博物館

コクヨ株式会社

宮田林市教育委員会

神戸市立博物館

籠野市立歴史文化資料館

卸熊平製作所

愛媛惧歴史文化博物館

高知県立牧野植物園

（財）アイヌ文化振興 ・研究推進椴構

（財）アイヌ民族博物館

帯広百年記念館

沙流川歴史館

平取町教育委員会

（財）北海道開拓の村

牛の博物館

奥会津地方歴史民俗資料館

「豊橋市埋蔵文化財調査報告書第68集 馬越地区遺跡範囲確認調査J 2002/03 
「豊橋市自然史博物館年報第14号平成13年」 2002/06 
「古文書にみる江戸時代のいそベー2」 2002/03 
「古文書にみる江戸時代の礎蔀 ～鳥羽の城下で今つく来はいそべ七掲の涙米～J 2002/03 
企画展 「こどもも！おとなも！調べて体験博物館 秘法薬・韻心湯j図録 2002/07 
「平成13年度亀山歴史博物館年報第8号 2002J 2002/10 
「天王遺跡 ー第3次発掘調査報告J 1998/03 
企画展 「鍋の一万年 一煮炊きの歴史―j図録 2001/07 
特別展 I耳飾り」図録 2001/10 
企画展 『三重のおかしな須恵器J図録 2002/01 
「天王遺跡（第5次）発掘調査報告」 2002/01 
「伊勢国分寺跡1」 2002/03 
「伊勢国分寺跡2 ー第25次発掘調査概要報告J 2002/03 
「伊勢国分寺跡4」 2002/03 
「鈴鹿市考古博物館年報第3号平成12年度」 2002/03 
「大津暦博だより」No.46~49 2002-2003 
「草津市文化財調査報告書45 矢倉古墳第1次発掘調査概要報告書」 2002/01 
「草津川放水路関連遺跡発掘調査報告書3 中畑遺跡発掘調査報告書IJ 2002/03 
「平成12年 (2000年）度草津市文化財年報』 2002/03 
「湖人うみんど第19号」 2001 
「MuseumWorks」vol.10~12 2002-2003 
特別企画展 「ロシアのれんがとれんが建築」図録 2001/10 
「舞鶴赤れんがリポート 第9号』 2002 
第9回秋季特別企画展 「中国のれんがと建築J図録 2002/10 
「赤れんが博物館だより」 No.32~35号 2002-2003 
「展示解説 第13集 2001 ネイチャースクエア 大阪の自然誌」 2001/03 
「吉良哲明氏紀州莞集による 日本及び損お周辺の海産貝類 一腹足類ー」 2001/03 
「大阪市立自然史博物館館報 25 （平成11年度）」 2001/03 

「大阪市立自然史博物館研究報告 55号」 2001/03 
第28回特別展解説書 「50周年だヨ！標本集合！ー自然史博物館のあゆみー」2001/04
第29回特別展 「レッドデーター ・生物 失われゆく 自然と生きもの」図録 2001/08 
「自然史研究Jvol.2-17vol.3-1 2001-2002 
第30回特別展 「世界の蝶と甲虫 岡崎宏ーコレクション展」図録 2002/03 
「大阪市立自然史博物館ミニガイドNo.19大阪の樹木 一社寺林の木 モチノキ科、ニレ科ー」 2002/03 
「大阪市立自然史博物館館報 26（平成12年度）」 2002/03 
第31回特別展 「化石からたどる植物の進化j図録 2002/07 
rTEORIA」vol.10、11 2001-2002 
『平成13年度 富田林市内遺跡群発掘調査報告書J 2002/03 
「博物館だより」 No.73~79 2001-2003 
特別展 「郷土玩具への想い 一駒井コレクション受贈展ー」図録 2003/03 
「抜幸のつづり その六＋ー」 2002/01 
「抜苺のつづり その六十二J 2003/01 
「発掘された日本列島2002 地域展 えひめ発掘物語」図録 2000/10 
『暦博だよりJ 28~32 2001-2002 
『愛媛県歴史文化博物館資料目録 第9集 近代広告資料11（絵団扇 ・ボスター）」 2002/02 
「研究紀要第7号」 2002/03 
「年報平成13年度」 2002/05 
「昭和の街かど カメラがとらえた戦後松山」 2002/07 
「昭和の街かど (CD)」 2003 
「高知県立牧野植物園年報 第1号 (1999-2000)」 2002/03 
第 5回 アイヌ語弁論大会報告書 イタ カン・ロー」 2002/03 
「アイヌ民族博物館伝承記録6 川上まつ子の伝承 ー植物編2-」 2002/03 
rァイヌ民族博物館 伝承記録7 葛野辰次郎の伝承』 2002/03 
「帯広百年記念館紀要第20号」 2002/03 
「沙流川歴史館だより」No.1~5 2001-2002 
「平取町文化財調査報告書14 平取町シリ 3遺跡J 2002/03 
「北海道開拓の村研究報告2 北海道文化成立にかかわる母県文化の継承と変容」 2002/03 
「平成14年度 北海道開拓の村」 2002/05 
「牛のはくぶつかん」第17~19号 2001-2002 

「モコ通信」第20~23号 2001-2002 
企画展 「ミャンマー奥地の人と家畜 海外学術調査から」図録 2002/08 
「年報平成13年度 2001.4~2002.3」 2002/10 
『家族で楽しむ企画展2003 羊は牛ですか？ 」図録 2002/11 
『資料館だより 第 1号J 2002 
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［文化財

■文化財専門委員会
＜委員の構成＞

・委員長高橋秀男（植物） ／平成13年7月1日～

・副委員長 稲葉和也（建築） ／平成13年7月1日～

・委 員三浦勝男（歴史） ／平成13年7月1日～ 薄井和男（彫刻） ／平成13年7月1日～

小川直之（民俗） ／平成13年7月1日～ 田尾誠敏（考古） ／平成13年7月1日～

＜委員会の開催＞

•第 1 回／平成14年 5 月 29 日 ・平成13年度事業報告について、平成14年度事業計画について

•第 2 回／平成14年11月 7 日 ・平成14年度事業の状況について

•第 3 回／平成15年 2 月 13 日 ・平成14年度事業報告について、平成14年度事業の概要について

■文化財保護
く文化財巡回調査＞

町内所在の国・県指定の文化財等の現状と管理状況を把握するため、現地を巡回し実態を調査した。

・史跡／釜口古墳、たれこ谷戸西横穴群、庄ヶ久保横穴群、楊谷寺谷戸横穴群、馬場台遺跡

・天然記念物／大磯照ヶ崎のアオバト集団飛来地

・無形民俗文化財／大磯の左義長、 西小磯の七夕祭

く文化財の修繕＞

・慶覚院仁王像看板補修設置

＜天然記念物の現状変更＞

・大磯高麗山の自然林についての現状変更

く文化財の調査＞

・地方文書古絵図調査

く町指定有形文化財の保護＞

町指定有形文化財17件について、町指定有形文化財管理奨励交付金を交付した。

く無形文化財の保護＞

無形文化財について民俗資料保存団体交付金を交付した。交付対象は以下6件であった。

・高麗の山神輿 （高麗山神輿保存会） •国府祭（相模国府祭保存会）

・大磯御船祭（大磯御船祭保存会） ・小磯の七夕（西小磯七夕保存会）

・大磯の左義長（大磯町左義長保存会） ・白岩神社の歩射（白岩神社歩射保存会）

く文化財めぐり＞

日 時平成14年11月3日（日）

参加者 10人

（内 容） 文化財に対する理解と保護・啓発のために文化財めぐりを行なった。本年度は「横穴墓群

と高塚古墳」と題し、神奈川県指定史跡である楊谷寺谷戸横穴墓群と釜口古墳を中心に、周辺の横穴墓

群を含めての見学会を行なった。狭陵な山道の踏査が主となるため、小人数での実施となった。

く文化財防火デー＞

日 時平成15年 1月22日（水）

対 象鴫立庵、旧島崎藤村住宅

（内 容） 町内所在の文化財保有施設について、消防署の協力のもと防火設備点検を行なった。

く文化財調査報告書の刊行＞

大磯町文化財調査報告書第46集「慶覚院蔵木造仁王立像Jを刊行した。
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く会談＞

文化財保護 ・活用に関する事業や埋蔵文化財に関する事業等の啓発・普及を進めるための情報交換お

よび研究協試を行った。

・中地区文化財保護担当者会試

・県 ・市町村埋蔵文化財検討会議

・神奈川県市町村埋蔵文化財保護行政連絡協談会

・県 ・市町村生涯学習文化財協誠会

■埋蔵文化財
く出土整理＞

馬場台遺跡、大磯小学校追跡等の出土品整理を行なった。

く文化財保存処理委託＞

横穴墓群から出土した金屈製品の保存処理を委託した。

く遺跡地図の整理＞

埋蔵文化財包蔵地台帳の変更増補を行った。

く史跡整備＞

県指定史跡釜LJ古培の下草刈りを行った。

く事前相談＞ 文化財防火デー巡回

開発等に伴い、埋蔵文化財にかかわる事前相談に対応した。相談件数は11件（個人住宅9件、住宅分

譲 ・宅地造成2)で、このうち立会調査を実施したものが2件、試掘確眩調査等を実施したものが4件

であった。

■埋蔵文化財調査概要
追跡の名称 馬場台追跡く第41地点＞ (No.114) 

追跡の種類 造物散布地

調査期間 2002（平成14)年4月25日

所 在 地 大磯IIIJ国府本郷1,393

調査機関 大磯町教育委員会

調査担当者 固見徹

調査面積 5 m2 

調査の原因 個人住宅

発見辿構

発見追物 白磁、灰釉陶器、土師器、赤煉瓦

遺跡の時期 古代、近代

逍物の保笠 大磯町教育委員会

文 献 名

遺跡の名称 No.111迅跡 （前河内）

追跡の種類 遺物散布地

調査期間 2002（平成14)年9月20「l

所 在 地 大磯町国府新宿字前河内677-l 

調査機関 大磯町教育委員会

調査担当者 國見撒

調査面栢 4 m2 

調査の原因 個人住宅

発見追構

発見追物 調査区周辺表採（土師器、陶磁器）

追跡の時期

追物の保管 大磯町教育委員会

文 献 名
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迫跡の名称 No.88追跡（森下古墳） 〔立会調査〕

遺跡の種類 古培

調査期間 2002（平成14)年8月30日、 10月22日

所 在 地 大磯町国府新宿字森ノ下743

調査機関 大磯町教育委員会

調査担当者 國見徹

調査面積

調査の原因 個人住宅

発見遺構 なし

発見遺物 なし

遺跡の時期

迅物の保管

文 献 名

遺跡の名称 馬場台遺跡く第42地点＞ (No.114) 

迫跡の種類 迅物散布地

調査期間 2002（平成14年）年11月12日～22日

所 在 地 大磯町国府本郷字大畑1,402

調査機関 大磯町教育委貝会

調査担当者 國見徹

調査面秘 30m2 

調査の原因 宅地造成

発見遺構 道路状逍構、溝、土坑

発見追物 土師器、須恵器、陶器

追跡の時期 古代～中世

遺物の保管 大磯町教育委員会

文 献 名

遺跡の名称 城山迅跡 (No.92) 〔立会調査〕

追跡の種類 遺物散布地

調査期間 2002（平成14)年12月11日

所 在 地 西小磯字町屋400-l 

調査機関 大磯町教育委員会

調査担 当者 園見徹

調査面栢

調査の原因 個人住宅

発見造構 なし

発見造物 なし

迅跡の時期

造物の保管

文 献 名

遺跡の名称 No.ll8遺跡 （南台）

遺跡の種類 遺物散布地

調査期間 2002（平成14)年12月26日

所 在 地 国府本郷字南台88-7 

調査機関 大磯町教育委員会

調査担当者 陸見徹

調査面積 4m2 

調査の原因 個人住宅

発見追構

発見追物 士師器

遺跡の時期

迅物の保管 大磯町教育委員会

文 献 名
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ウミガメ漂着の記録（2002年）

＊北水慶一

1.はじめに

2002年8月、大磯町西小磯の海岸でウミガメの

産卵が確認された。本町で産卵が確認されるのは、

1990年6月13日 （当館記録）以来、 12年ぶりのこ

とである。近年ではとても珍しい事例であるため

各誌面等で取り上げられ紹介されたが、死体漂着

についても話題の多い年となった。平成13年度当

館年報に1994年から2001年までの本町における漂

着の記録を紹介したが、引き続き2002年の状況を

報告する。

2.記録

本記録は、当館で記録、撮影したものである。

ウミガメの同定は背甲の形状並びに背甲鱗板の配

列状態で確認している。

(1) 2002年 6月11日確認のタイマイ

飯田福信氏（大磯町在住）、伊藤貞夫氏（平塚市

在住）から当館へ連絡をいただく 。大磯町大磯の

大磯港東側に漂着。背甲は剥離されていたため、

全長及び腹甲を計測し、記録撮影をおこなった。

体長53cm、腹甲長40cm、腹甲幅31cm。翌年 1月22

日にエバーラスティング ・ネイチャー菅沼弘行

氏 • 田中真一氏 ・ 石井雅之氏に写真を確認してい

ただき、頭部の形状から本種がタイマイであるこ

とが判明した。

図1.2002年6月11日に確認したタイマイ

(2) 2002年 7月13日確認のアカウミガメ

伊藤貞夫氏から当館へ連絡をいただく 。大磯町西

小磯の海岸に漂着。同日、直甲長、直甲幅を計測

し、記録撮影をおこなった。直甲長は70cm、直甲

幅は51cmであった。

（＊当館学芸貝）

図2.2002年7月13日に確認したアカウミガメ

(3) 2002年 9月1日確認のアカウミガメ

山口光一氏（大磯町在住）、石井実氏（大磯町

在住）によって当館にアカウミガメの子ガメの死

体が持ち込まれた。拾得場所は大磯町西小磯の海

岸。直甲長は 5cm、直甲幅は4.7cmであった。

10 tJ,; 100 110 120 130 140 150 Iい 17J ,IO 200,9C999 
•°‘··“.、l 

図3.2002年9月1日拾得のアカウミガメ

(4) 2002年 9月3日に確認したオサガメ

大磯町環痰防災課より連絡をいただいた。大磯

町在住の内田氏からの通報で大磯町西小磯の洵岸

にウミガメ漂着しているというものであった。同

日、直甲長及び直甲幅を計測し、記録撮影をおこ

なった。直甲長は101cm、直甲幅は56cmであった。

翌日、かながわ海岸美化財団の協力により骨格を

採集するため、漂着場所付近に埋蔵したが、翌年

2月18日、回収を試みるも発見できなかった。

オサガメは水産賓源保設法の保護動物であり、捕

獲の禁止の他、死体の処分についても農林水産大

臣への報告が義務付けられている。本件ではかな

がわ海岸美化財団によって報告が行われた。
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図4.2002年9月3日に確認したオサガメ

3.まとめ

2002年はアカウミガメ 2個体、タイマイ 1個体、

オサガメ 1個体の計4個体を確認した。相模湾沿

岸でのタイマイ、オサガメの確認記録は極めて希

少である。丸山、中村 (2000)の記録によると19

89年から1998年の10年間に神奈川県沿岸（相模湾

と東京湾の一部）で確認された個体数は、タイマ

イが6個体、オサガメが1個体であり、アカウミ

ガメの241個体と比較しても極めて少ないことが

分かる。このことは、丸山、中村 (2000)が考察

しているが、タイマイは日本周辺海域を回遊する

ようであるが、恒常的な生息域は南西諸島である

こと（亀崎，1994)、オサガメは外洋性の種と考え

られており（亀崎，1994)、近海に寄りづらいこと

などが起因しているものと思われる。また、成熟

段階については、産卵可能となる甲長はタイマイ

が60cmから80cm、オサガメが120cm以上であると

考えられている（亀崎，1994)。慄着したタイマイ

は背甲が剥離されてしまっていたので、直接、比

較はできないものの体長が53cmということから明

らかに甲長は60cmより小さく 、オサガメについて

も直甲長が101cmであり 、共に未成熟の個体であ

ったことが分かる。タイマイの背甲剥離の一因は、

タイマイの背甲は鼈甲細工に活用されることから

剥ぎ取られたのではないかと考える。

また、 9月1日に当館に持ち込まれたアカウミ

ガメの子ガメについては、当初、付近の浜で孵化

し、海へたどり着くまでに息絶えたものと考えて

いた。 しかしながら、甲長を計測してみると 5cm 

あり、孵化直後の甲長が4cm程度であることから、

孵化後、しばらく時間がたっていることが分かり、

本町もしくは近隣の市町で孵化したものが何らか

の理由で息絶え、漂滸したと考えた方が妥当であ

るように思う。

過去に例のないような、ウミガメに関する情報

の多い 1年であったが、多くの情報が集まる こと

で、大磯周辺海域のウミガメ類の生息環橙が解明

されてくるのではないかと考える。

最後に情報をいただい方々に、原く御礼申し上げる。

引用・参考文献

亀崎直樹(1994):タイマイ ．日本の希少な野生水

生生物に関する基礎査料（ I),N.両生類 ・

爬虫類．479-491.

亀崎直樹(1994):オサガメ ．日本の希少な野生水

生生物に関する基礎調査（ I), N.両生類 ・

爬虫類．519-530.

北水慶一(2003):ウミガメに関する活動の記録．

年報一平成13年度一，26-29．大磯町郷土；資料館．

丸山一子 ・中村一恵 (2000) :神奈川県における

アオウミガメ、タイマイ、オサガメの記録．神

奈川県自然誌査料，（21),17-23．神奈川県立生

命の星 ・地球博物館．
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図5 2002年大磯町におけるウミガメ漂着の確認地点 （大磯町発行10,000分の1地形図「大磯全図」を縮小して使用）

1. 6月11日i票祐のタイマイ 2. 7月13日慄着のアカウミガメ 3. 9月1日渫芯のアカウミガメ 4. 9月3日渫着のオサガメ
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つ
借
り
て
来
て
イ
ボ
を
こ
す
る
と
治
る
と
人
は
よ
く
借
り
て
来
ま
す
。
「
一
っ
持

っ
て
こ
う
ば

な
二
つ
け
え
す
だ
ど
。
二
つ
な
ら
三
つ
だ
ど
」
と
治
る
か
治
ら
な
い
か
実
際
に
や

っ
て
見
た
こ
と
が

な
い
け
れ
ど
も
ち
ゃ
ん
と
其
の
ま
わ
り
は
芝
が
き
れ
い
に
青
々
と
生
ひ
茂
っ
て
ゐ
る
そ
う
で
す
。

生
沢
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新
宿

4
 
3
 
2
 
ー 生

沢
生
沢

石
上
盗

御
用
度
金
晋
護
の
武
士

ギ
オ
ン
塚

祗
園
塚
は
、
昔
京
都
か
ら
公
卿
様
が
来
て
、
よ
い
景
色
な
の
で
京
都
の
祗
園
町
を
と
っ
て
ギ
オ
ン

ヅ
カ
と
言
っ
た
の
で
す
。
ギ
オ
ン
町
の
清
水
の
観
音
さ
ん
も
あ
り
ま
す
。

身
代
り
地
蔵
様

武
士
お
姫
様

絹
商
人

東
西
の
池
は
田
の
用
水
と
し
て
応
仁
天
皇
時
代
に
造
ら
れ
た
さ
う
で
す
。
明
治
維
新
時
代
に
寺
坂

と
生
沢
の
境
の
論
が
あ
っ
て
裁
判
所
へ
出
た
結
果
生
沢
が
勝
ち
ま
し
た
。

＊
寺
坂
と
生
沢
と
の
際
寄
文
柑
が
半
分
づ
、
あ
る

池
度
々
母
も
狸
に
だ
ま
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

の
で
母
が
急
い
で
起
き
て
み
る
と
誰
も
居
な
い
。

さ
う
し
て
又
ね
る
と
其
の
う
ち
又
来
て
「
治
郎
ち
ゃ
ん
ノ
＼
ノ
＼
」
と
呼
ん
で
何
に
も
見
え
ず
、

唯
整
ば
か
り
し
て
姿
が
見
え
な
い
さ
う
で
す
。

老
婆
の
か

□て
る

昔
は
私
な
ん
か
若
い
時
分
角
の
前
で
よ
く
を
ど
っ
た
も
ん
だ
。
遊
ぶ
時
は
遊
ん
で
、
働
く
時
は

一

生
懸
命
で
働
い
た
も
ん
だ
。
こ
の
せ
つ
の
者
は
だ
ら
ノ
＼
し
て
ゐ
る
。

此
の
せ
つ
の
者
は
畠
へ
行
く
に
も
「
ヤ
ウ
キ
」
の
も
の
を
浩
て
ゆ
く
が
、
昔
は
「
紺
の
地
織
り
」

の
袢
天
と
股
引
で
出
か
け
た
も
の
だ
。

＊
坂
に
対
す
る
一
般
信
仰
の
代
表
的
な
も
の

私
の
家
の
畠
の
中
の
塚

家
の
畠
の
中
程
に
大
き
い
塚
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
事
を
方
々
の
人
や
家
の
お
ば
あ
さ
ん
に
尋

ね
る
と
次
の
や
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

あ
の
塚
は
大
昔
か
ら
あ
る
け
れ
ど
も
昔
の
人
は
馬
の
死
ん
だ
の
が
い
か
っ
て
ゐ
る
の
だ
と
言
っ
て

誰
も
手
を
付
け
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
段
々
世
の
中
が
進
ん
で
い
く
に
従
っ
て
あ
の
塚
の
中
に
は
金

の
刀
が
三
振
り
と
銀
の
茶
釜
や
い
ろ
ノ
＼
の
金
銀
の
立
派
な
も
の
が
沢
山
入
っ
て
ゐ
る
の
だ
、
そ
う

は
さ
さ
れ
る
や
う
に
な

っ
た
。

誰
で
も
そ
れ
が
ほ
し
く
な
り
、
そ
の
畠
の
中
の
塚
を
く
づ
し
に
来
る
の
で
お
ぢ
い
さ
ん
は
塚
の
そ

ば
に
小
さ
い
家
を
建
て
、
番
を
し
て
ゐ
ら
れ
た
。

そ
の
話
を
聞
く
と
掘
り
た
く
な
る
だ
ら
う
が
、
あ
れ
を
掘
れ
ば
掘

っ
た
家
の
者
が
三
人

一
緒
に
病

気
に
な
り
、
二
人
は
死
ぬ
と
い
ふ
言
偲
へ
が
あ
る
。
だ
か
ら
み
ん
な
心
で
は
ほ
し
い
と
思
っ
て
も
そ

れ
が
恐
い
た
め
に
誰
も
取
り
に
行
か
な
く
な
っ
た
。
さ
う
し
て
今
で
も
ち
ゃ

ん
と
昔
の
と
ほ
り
あ
る

の
だ
。

新
宿 こ

、
は
昔
は
森
で
「
ギ
オ
ン
コ
ス
天
皇
」
（
祗
園
牛
頭
天
王
社
）
と
い
ふ
天
皇
様
が
こ
、
に
お
さ
め

て
あ
っ
た
。
そ
れ
は
今
お
六
所
様
に
あ
る
お
天
皇
様
が
そ
で
す
。
そ
の
森
は
今
ひ
ら
い
て
畠
に
な
っ

て
ゐ
ま
す
。
そ
の
畠
の
箕
中
に
「
サ
イ
ノ
カ
ミ
サ
マ
」
が
あ
り
ま
す
。

武
士
を
切
っ
た
も
の
が
そ
の
刀
を
小
磯
の
方
の
川
で
洗
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
川
を

血
洗
川
と
い
ふ
の
だ
そ
う
で
す
。

*
1
刀
を
洗
っ
た

2
身
体
を
洗
っ
た

新
宿

新
宿

血
洗
川

天
皇
森

J
、
は
昔
お
六
所
様
が
お
下
り
に
な
っ
た
さ
う
で
す
。
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六
所
神
社

六
所
神
社
は
今
の
場
所
の
西
北
の
石
神
盗
に
ま
っ
て
、
あ
っ
て
、
山
の
東
の
下
の
小
さ
な
山
に
「
ほ

う
ぞ
う
ぐ
う
」
が
あ
っ
た
さ
う
で
す
。
今
で
も
芝
山
で
残
っ
て
を
り
ま
す
。
そ
し
て
宝
永
元
年
に
今

の
所
に
う
つ
し
た
さ
う
で
す
。
昔
は
国
府
の
町
の
お
祭
り
に
は
京
都
か
ら
勅
使
が
来
て
お
祭
り
を
す

ま
し
て
ゐ
っ
た
さ
う
で
す
。

石
を
御
神
体
と
し
て
ま
つ
つ
て
あ
る

相
模
国
府
趾

一
番
先
は
村
長
さ
ん
の
宅
地
附
近
ら
し
い
と
調
べ
た
方
が
言
っ
て
居
ら
れ
た
が
、
少
し
変
な
の
で

よ
く
調
べ
た
ら
今
の
神
揃
山
麓
通
稲
大
畑
地
内
が
相
模
国
府
の
趾
と
わ
か
っ
た
。
理
由
は
郷
土
交
通

の
調
査
研
究
の
結
果
、
古
東
海
道
が
現
在
の
大
畑
に
沿
っ
て
東
西
に
通
過
し
、
東
は
隣
町
大
磯
高
麗

山
脚
部
よ
り
城
山
の
裾
を
通
っ
て
大
畑
に
至
り
、
西
は
押
切
か
ら
二
宮
神
社
を
通
っ
て
北
は
西
久
保
、

黒
岩
、
虫
窪
の
各
村
落
を
経
て
大
畑
に
至
る
道
路
、
そ
れ
で
国
府
が
当
地
に
置
か
れ
る
に
至
り
相
模

の
五
社
が
国
府
趾
上
の
神
揃
山
に
渡
輿
し
て
祭
事
を
執
行
し
、
今
な
ほ
行
っ
て
ゐ
る
。

そ
の
他
研
究
査
料
と
し
て
災
め
ら
れ
た
材
料
が
山
栢
さ
れ
て
る
そ
う
だ
と
教
へ
て
い
た
ゞ
い
た
。

か
り
宿

今
私
達
が
住
ん
で
ゐ
る
所
を
か
り
や
ど
と
呼
ん
で
居
り
ま
す
。

そ
れ
は
ず
っ
と
昔
、
大
雨
で
裂
の
川
が
氾
濫
し
て
向
ふ
へ
渡
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
て
、
六
月

の
国
府
の
町
に
神
様
が
お
よ
り
あ
ひ
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
困
っ
て
何
で
も
此
の
川

の
こ
ち
ら
側
で
候
に
や
っ
た
の
で
、
か
り
や
ど
と
言
ふ
の
だ
さ
う
で
す
。

一
説
に
頼
朝
富
士
川
よ
り
蹄
り
國
府
即
ち
仮
宿
に
つ
き
恩
伐
を
行
ふ
と
、

別
に
宿
と
す
べ
き
建
物
も
な
く
候
宿
で
行
っ
た
と
云
ふ
。

六
地
蔵
様

昔
は
六
地
蔵
様
が
今
住
ん
で
ゐ
る
「
か
ん
さ
ん
」
と
い
ふ
家
に
あ
っ
て
、
其
の
近
所
に
六
地
蔵
様

新
宿

中
丸

中
丸

＊
石
上
荻

新
宿

つ
ま
り
國
府
胞
が
衰
ヘ

私
の
家
の
話

私
の
家
が
今
立
っ
て
ゐ
る
所
は
昔
竹
薮
だ
っ
た
さ
う
で
す
。
そ
う
し
て
下
の
田
の
左
の
方
に
大
き

な
建
物
が
あ
っ
た
。
ト
ヨ
カ
ワ
さ
ん
と
い
ふ
別
荘
が
あ

っ
て
そ
の
中
に
お
堂
が
あ
っ
て
森
み
た

い
に

茂
っ
て
ゐ
て
夜
に
な
る
と
家
へ
来
て
父
の
名
を
狸
が
呼
ん
だ
さ
う
で
す
。

或
晩
の
事
母
も
父
も
ね
て
し
ま
っ
た
あ
と
、
「
治
郎
ち
ゃ
ん
ノ
＼
」
と
呼
ん
で
ゐ
る
も
の
が
あ
る

新
宿

あ
げ
ま
す
ほ
ど
に

こ
の
手
を
あ
げ
て
下
し
ゃ
ん
せ
。

い
ち
に
た
ん
じ
ゃ
＜

七
夕
の
歌

タ
ナ
バ
タ
様
や
、

タ
ナ
バ
タ
様
や
ー

ぼ
ん
を
ど
り

馬
堪

座
問
答

馬
楊

＊
子
供
の
冥
福
を
祈
る
、
死
ん
だ
子
が
つ
け
た
も
の
を
滸
て
も
ら
ふ
、

＊
新
宿
で
は
化
地
蔵
と
呼
ん
で
い
る

が
あ
っ
た
も
の
だ
さ
う
で
す
。
そ
こ
に
お
堂
が
あ
っ
て
其
の
お
堂
の
名
前
を
「
ち
ん
ち
の
堂
」
と
い

っ
た
さ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
入
口
に
六
地
蔵
様
が
あ
っ
た
さ
う
で
す
が
、
今
は
海
岸
に
行
く
方
の

道
の
そ
ば
に
赤
い
た
す
き
を
か
け
て
六
人
な
ら
ん
で
ゐ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
今
で
は
六
地
蔵
さ
ん
と

呼
ん
で
ゐ
ま
す
。
南
船
山
海
保
寺
の
も
の
で
す
。
六
地
蔵
と
は
六
道

□口
の
佛

□六
つ
祀
る
の
で
す
。

＊
三
島
牒
固
の
裏

一
宮
さ
ん
は
相
模
純
社
だ
か
ら
俺
が

一
番
だ
と
国
府
の
町
に
言
は
れ
た
。
二
宮
さ
ん
は
俺
は
そ
の

外
国
で
生
れ
て
長
男
で
あ
る
そ
れ
だ
か
ら
母
の
所
へ
俺
が
一
番
先
に
行
く
と
言
は
れ
、
さ
う
す
る
と

一
宮
さ
ん
は
相
模
穂
社
だ
か
ら
お
れ
が

一
番
先
に
行
く
と
二
人
で
争
っ
た
。
さ
う
す
る
と
三
宮
さ
ん

が
そ
ん
な
事
を
言
っ
て
ゐ
る
と
遅
く
な
る
と
い
け
な
い
か
ら
、
明
年
々
々
と
三
宮
さ
ん
が
あ
づ
か

っ

て

一
宮
さ
ん
が
先
に
行
く
事
に
な
る
。
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爾
来
幾
百
の
星
霜
を
経
て
来
た
が
堂
は
荒
廃
し
人
々
は
狸
堂
と
稲
へ
ま
し
た
。

今
よ
り
百
藪
十
年
前
大
一
坊
と
申
す
人
が
本
腺
を
背
負
ひ
西
は
伊
豆
東
は
三
浦
迄
津
々
浦
々
の
漁

民
に
説
法
し
、
基
金
を
集
め
、
帰
り
て
堂
を
再
建
し
、
若
衆
堂
と
稲
へ
ま
し
た
。
自
ら
寺
子
屋
を
開

い
て
子
弟
の
教
鞭
を
取
り
ま
し
た
が
、
師
が
没
し
て
再
び
荒
廃
し
た
。

大
正
六
年
村
（
町
）
民
が
彩
色
し
今
は
金
色
光
々
と
最
も
神
々
し
く
町
内
家
内
安
全
の
た
め
各
家

順
に
お
宿
を
し
て
廻
っ
て
居
ら
れ
ま
す。

＊
文
献
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

南
堂
（
南
船
山
海
保
寺
）

な
こ
う
の
十
三
塚

昔
ど
う
の
し
ろ
（
堂
ノ
後
）

の
な
こ
う
と
い
ふ
所
に
大
勢
の
武
士
が
住
ん
で
ゐ
ま
し
た
が
、
あ
る

戦
争
の
た
め
に
な
く
な
っ
た
武
士
を
な
こ
う
と
い
ふ
所
に
い
け
ま
し
た
が
、
其
の
中
で
知
ら
れ
て
ゐ

今
で
も
ど
う
の
し
ろ
の
な
こ
う
と
い
ふ
所
に
は
洞
穴
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
穴
も

た
く
さ
ん
あ
る
さ
う
で
す
。
人
に
聞
く
と
昔
は
武
士
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
。

其
の
十
三
人
の
塚
を
今
で
も
十
三
坂
と
い
っ
て
呼
ん
で
ゐ
る
さ
う
で
す
。

＊
な
こ
う
は
中
丸
の
人
だ
け
が
言
ふ
こ
と
ば

生
沢
と
寺
坂
と
の
境

今
の
境
は
川
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
昔
、
幾
年
か
前
に

一
人
の
順
礼
が
此
の
川
で
死
ん
で
ゐ
た
。

生
沢

＊
塚
は
有
史
以
前

＊

「
塚
」
の
成
立
年
代
が
大
へ
ん
ち
が
っ
て
ゐ
る
但
し
、
民
間
で
は
か
く
信
じ
て
ゐ
る

頼
朝
夫
人
口
平
産
所
の
た
め
神
馬
を
奉
り
し
こ
と
あ
り

六
月
十
五
日

馬
場
な
ど
で
は
言
は
な
い
、

＊
風
土
記

る
の
は
十
三
人
の
塚
だ
さ
う
で
す
。

中
丸

新
宿

四
月
二
十
＿―
-
日
に
行
ひ
ま
す

新
宿
中
の
老
人
の
念
佛
供
養
が
あ
り
ま
す

＊
人
間
の
口
口
と
馬
捨
協
と
は
つ
き
も
の

毎
年
一
回
杉
山
危
蔵
様
に
安
置
し

跡
（
三
島
牒
園
）
内
ニ
ア
リ
マ
ス

＊
塚
は
官
地

今
井
小
平
宅
の
西
隣
の
人
、

「
石
井
お
ぢ
い
さ
ん
」

そ
れ
を
寺
坂
の
者
は
片
付
け
な
い
で
、
生
沢
の
者
が
片
付
け
た
の
で
川
か
ら
向
ふ
は
生
沢
の
も
の
だ

さ
う
で
す
。

昔
は
川
の
向
ふ
も
少
し
は
寺
坂
の
分
だ
っ
た
。
証
披
に
は
、
す
ぐ
川
の
向
ふ
の
家
の
少
し
は
、
墓

場
も
寺
坂
に
あ
り
、

一
月
十
四
日
の

「
さ
い
と
ば
ら
い
」
も
寺
坂
で
あ
り
ま
す
。

馬
捨
場

寺
坂
の
中
部
口
の
所
に
松
田
て
い
ふ
小
山
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
の
三
角
の
底
辺
が
団
l

メ
ー
ト
ル
位
、
斜
面
の
片
口
が
三
メ
ー
ト
ル
位
、
片
方
が
三
メ
ー
ト
ル

と
五
十
セ
ン
チ
位
の
所
へ
死
ん
だ
馬
を
捨
て
た
さ
う
で
す
。

税
を
と
ら
な
い
か
ら
そ
こ
を
ひ
ら
い
て
は
松
で
も
植
え
て
、
烏
を
す
て
た
の
だ

＊
馬
捨
場
と
松

日
吉
神
社

日
吉
神
社
は
大
へ
ん
大
昔
か
ら
の
神
社
だ
さ
う
で
す
。
名
は
忘
れ
ま
し
た
が
或
神
様
と
木
花
咲
耶

姫
の
御
二
人
が
お
ま
つ
り
し
て
あ
る
の
だ
さ
う
で
す
。

或
時
、
頼
朝
の
妻
政
子
が
お
産
が
無
事
で
生
れ
る
や
う
に
と
い
っ
て
、
神
社
の
そ
ば
に
さ
ら
と
清

く
流
れ
て
ゐ
る
山
王
川
の
水
で
身
を
浄
め
、
更
に
そ
の
水
を
飲
ん
で
日
吉
神
社
に
お
ま
ゐ
り
し
た
さ

う
で
す
。

か
な
り
古
か
ら
の
神
社
ら
し
い
事
が
わ
か
り
ま
す
。
十
三
箇
所
と
か
十
二
箇
所
と
か
の
昔
の
名
高

い
神
社
の
中
に
入
っ
て
ゐ
る
さ
う
で
す
。
石
段
が
ニ
ケ
所
あ
り
ま
す
が
鎌
倉
時
代
だ
さ
う
で
す
。

日
吉
山
王
社

本
地
佛
三
蓉
禰
陀

建
久
三
年

十
二
社
の

一
と
し
て

寺
坂
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資
料
紹
介
／

「昭
和
九
年
八
月
調
査
「
未
完
」
郷
土
の
博
説

（民
間
信
仰
史
）
」
（山
田
＿
男
著
）

＊
佐
川
和
裕
・
＊
＊
加
藤
廣
美

執
節
者
の
故

・
山
田

一
男
氏
は
、
明
治
四
十
一
年
に
国
府
村
（
現
・
大
磯
町
国
府
本
郷
）
の
旧
家

に
生
ま
れ
、
後
に
国
府
村
役
場
（
そ
の
後
、
国
府
町
役
場
1
大
磯
町
役
場
）
に
勤
務
さ
れ
た
。
文
化

財
や
郷
土
史
に
造
詣
が
深
く
、
な
か
で
も
考
古
学
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

武
相
考
古
学
会
に
所
属
し
な
が
ら
地
域
に
残
る
遺
跡
や
遺
物
の
調
査
を
続
け
、
さ
ら
に
は
赤
星
直
忠

氏
や
石
野
瑛
氏
と
い
っ
た
、
神
奈
川
県
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
耀
し
て
い
た
当
時
の
考
古
学
者
と

も
親
交
を
結
ん
で
お
り
、
大
磯
に
足
跡
を
残
さ
れ
て
い
る
両
氏
の
水
先
案
内
人
的
な
役
割
も
負
っ
て

い
た
。
公
務
と
し
て
文
化
財
を
担
当
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
文
化
財
保
設
活
動
の
先
駆

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
人
物
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
山
田
氏
の
収
集
し
た
査
料
や
情

報
は
、
現
在
で
も
当
館
の
活
動
に
お
け
る
大
き
な
柑
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

か
ら
、
話
者
と
し
て
も
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る

「
昭
和
九
年
八
月
調
査
「
未
完
」
郷
土
の
偲
説

（民
間
信
仰
史
）
」
も
、
山
田

氏
の
多
彩
な
活
動
の
一
端
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
原
稿
（
原
本
）
は
山
田
氏
と
親
交
の
あ
っ
た
鈴

木
昇
氏
（
元
・
大
磯
町
郷
土
査
料
館
長
）
が
ご
本
人
か
ら
託
さ
れ
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
内

容
は
国
府
村
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
伝
説
や
世
間
話
を
は
じ
め
、
地
名
、
神
社
、
祭
礼
の
由
来
な
ど
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
調
査
年
代
か
ら
す
る
と
、
既
に
役
場
に
就
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
公
務
と
し
て
調
査
し
た
も
の
な
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
、
ま
た
、
原
稿
の
余
白
に
注
釈
や

メ
モ
が
多
数
記
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
草
稿
の
段
階
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
執
策
者
自

身
が
「
未
完
」
と
い
う
言
葉
を
添
え
て
お
り
、
い
ず
れ
ま
と
め
上
げ
て
活
字
化
す
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
山
田
氏
は
、
既
に
昭
和
八
年
に
も
旧
国
府
村
に
伝
わ
る
童
謡
や
仕
事
歌
な

ど
を
調
査
さ
れ
て
お
り
（
昭
和
四
十
年
、
大
磯
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て

「大
磯
町
の
古
民
謡
等
（
旧

国
府
地
区
）
j
と
い
う
標
題
で
簡
易
製
本
済
）
、
こ
の
時
期
に
民
俗
的
な
調
歪
活
動
を
盛
ん
に
進
め
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
調
査
の
記
録
は
た
い
へ
ん

貴
重
で
あ
り
、
現
在
で
は
聞
き
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
象
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
活
字
化
す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
余
白
の
注
釈
や
メ
モ

に
つ
い
て
は
、
忠
実
に
記
載
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
た
め
、
各
項
目
後
に
ま
と
め
て
記
し
て
お
い

こ
。

な
お
、
本
査
料
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
鈴
木
昇
氏
、
鈴
木

一
男
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

新
宿

【
＊
当
館
学
芸
員

＊
＊
当
館
臨
時
職
員
】

地
蔵
諒
の
佃
説

私
の
町
内
に
廻
り
地
蔵
尊
が
あ
り
ま
す
。
或
日
隣
の
老
人
に
其
の
由
来
を
聞
き
ま
し
た
。

偲
説
に
曰
く

昔
、
徳
川
の
初
代
の
頃
難
波

（浪
花
）
の
嵌
商
淀
屋
辰
五
郎
と
か
申
す
人
が
千
石
船
に
絹
布
綿
布

を
満
載
し
て
江
戸
に
向
か
っ
て
出
帆
し
た
。

船
は
矢
の
如
く
白
波
を
け
っ
て
走
っ
て
来
る
と
次
第
ノ
＼
に
風
が
強
く
、
此
の
沖
合
に
差
掛
る
と

い
よ
／
ぺ
、
大
暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。
船
は
て
ん
ぷ
く
せ
ん
ば
か
り
に
揺
れ
、
荷
物
は
流
し
、
激
浪

と
戦
ふ
う
ち
、
か
ぢ
は
折
れ
、
帆
は
裂
か
れ
、
恰
も
木
の
葉
の
如
く
押
流
さ
れ
必
死
と
な
り
て
逆
巻

く
波
を
ふ
せ
げ
ど
も
食
に
食
物
も
な
く
、
空
腹
と
疲
労
で
最
早
盤
す
す
べ
も
な
く
唯
天
に
祈
り
地
の

祖
先
を
念
じ
、
進
退
谷
り
、

一
同
体
に
綱
を
結
び
帆
柱
に
縛
り
つ
け
、
手
を
合
せ
、
南
無
阿
禰
陀
佛

を
唱
へ
漂
流
し
て
ゐ
た
。

や
が
て
夜
は
徹
し
、
暁
の
頃
、
村
の
漁
夫
が
風
を
冒
し
て
浜
辺
に
行
っ
て
見
る
と
敷
丈
の
怒
涛
は

岸
に
く
だ
け
、
飛
沫
は
滋
々
と
白
煙
の
如
く
天
地
を
覆
ひ
、

実
に
せ

い
さ
ん
を
極
め
た
。
か
す
か
に

沖
合
を
望
め
ば
黒
き
も
の

―
つ
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
難
船
ら
し
い
か
ら
す
ぐ
に
家
に
帰
り
続

を
破
っ
て
抒
鐘
を
乱
打
し
た
。
皆
驚
き
飛
起
き
れ
ば
、
そ
れ
難
破
ノ
＼
だ
、
村
民
は
挙
っ
て
救
助
に

浜
辺
に
馳
梨
り
忽
ち
黒
山
の
や
う
な
人
出
で
し
た
。

目
の
前
の
船
を
助
け
る
術
も
な
く
互
に
手
に
汗
を
握
っ
て
ゐ
た
。
や
が
て
岸
に
近
づ
く
や
敦
丈
の

狂
浪
に
さ
す
が
の
巨
船
も

一
呑
に
さ
れ
、
あ
は
れ
船
は
み
ぢ
ん
と
な
り
、
人
の
影
も
見
え
ず
、

一
同

暗
涙
に
む
せ
ぶ
の
み
。

か
く
て
不
思
識
や
奇
蹟
的
に
も
一
人
這
ひ
上
り
或
は
波
に
打
上
げ
ら
れ
、
或
は
綱
を
投
げ
て
つ
か

ま
せ
引
上
げ
る
人
も
あ
り
辛
う
じ
て
乗
組
員
全
部
が
助
け
ら
れ
た
。
然
れ
ど
も
安
心
し
た
か

一
同
は

気
絶
し
た
。
村
民
は
大
啓
を
あ
げ
て
激
勘
し
、
応
急
手
嘗
を
施
し
た
。

暫
く
し
て
一
同
は
蘇
生
し
た
。
彼
等
は
無
上
の
喜
び
に
満
ち
、
暫
く
滞
在
休
養
し
、
こ
、
に
記
念

の
為

一
堂
を
建
立
し
し
か
も
本
腺
は
此
の
地
蔵
尊
で
あ
り
ま
す
。
比
の
堂
を
南
船
山
海
保
寺
と
稲
ヘ

ま
し
た
。
彼
等
は
厚
く
礼
を
述
べ
故
郷
に
帰
り
ま
し
た
。
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